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■

財
政
學
の
研
究
を
進
め
て
行
く
に
當
つ
て
、
.た->
:
え
一
般
に
，承
認
さ
れ
て
い 

る

こ

.と

で

あ

つ

て
も
、
私
に
は
承
服
し
得
な
いい

く

つ

：
か
の
疑
問
が
あ

る

。そ 

れ
は
初
步
的
な@

で

あ

つ.て
ま
た
基
本
的
な
問
題
で
.あ

る

こ

と

も

あ

る

。

こ 

こ
に
、
か
ね
て
私
が
持
つ

V

い
る
い
く
つ
か
の
疑
間
を
提
示
する
。

.そ
れ
ら
.が
.
.
 

す
べ
て
、
と

る
に
足
ら
な
い
疑

問

で

あ

る

か

.
。

或
は
考
慮
を
拂
う
に
足
る
疑
問 

で

あ

る

か。
.讀
者
の
創
造
的
批
判
を
得
た
いと
思
？
て
、

'卒
直
に
私
の
疑
問
を 

披
櫪
す
る
。
本
論
の一

部
は
他
の
P

に
^
^
し
'た
も
の
.も

あ

る

が

、本
誌
の 

譲
者
殊
に
經
濟
學
部
の
學
生
諸
君
の
う
ち
.に
は
讀
ん
で
い
な
い
人
々
も
多
い
と 

思
う
の
で
若
干
書
き
改
め
て
と
こ.に
發
表
す
る
。

•
.

.

.
I

-'

貨
幣
の
な
い
社
會
に
は
財
政
琪
象
ば
存
在
し
得
か
い
か
：

財
政
ま
た
は
財
政
活
動
と
い
う
こ
と
は
、
古
く
か
ら
、

''
'何

等

か

'の
形
態
の
國 

家
公
共
體
の
貨
幣(

ま
た
は
資
金)

の
調
達
と
運
用
に
關
す
るこ
と
で
あ
る
と 

理
解
さ
れ
て
い
る
。
財
政
活
動
を
行
$
の
は
國
家
公
共
體
の
政
府
で

あ

る

。
財

現
代
財
政
學
に
關
す
る
若
干
の
疑
間

政
活
動
の
主
體=

財
政
主
體
は
政
府
で
あ
る/か
、
そ
の
財
政
活
動
は
政
府
の 

m
o
n
e
y
-
r
a
i
s
i
n
g

.と

m

-on
e
y
-
s
d
e
n
d
i
n

oq
の
活
動
で
あ
る
と
理
解
さ
れ
て 

.
い
：る
こ
と
が
多
い
。
財
政
ま
た
は
財
政
活
動
は
、
過
去
お
ょ
び
現
在
に
於
け
る 

經
驗
的
事
-.
*
と
し
て
、
货

幣(

ま
.た
：は
資
金)

の
調
達
お
ょ
び
運
用

(

使
® 

■.の
：形
態
を
と
つ
て
い
る
。
財
政
活
動
は
ー
般
に
經
^
的
^

«
と
じ
て
1«
幣
と
結 

び
っ
い
て
い
る
ひ.し
が
し
、
.貨
幣
の
な
い
社
會
に
於
て
は
財
政
活
動
は
行
わ
れ 

得
な
.い
か
。'
.
‘
貨
幣
の
^
:い
.敗
會
に
は
財
政
現
象
は
存
在
し
得
な
い
か
。

.

先
頃
、
'宇
佐
美
誠
次
郞
，
谷
山
治
雄
雨
氏
の
共
編
4

#

の「

現
代
財
政
論」

，
 

が
刊
行
さ
れ
た
が
、
そ
の
.書
に
は
十
ー
1
ー
編
の
興
味
深
い
ま
た
ボ
唆
に
富
む
論
文 

が
.收
錄
さ
れ
•て
い
る
。
殊
に
私
が
興
味
を
感
じ
た
の
は
、
デ
ィ
ヤ
チH

ン
コ
の 

f
y
.ヴ
.，
エ

ト

財

政

の

本

質

と

機

能

」

-
と
、
ア
ラ
■ハ；ベ
ル
ジ
ャ
ン
の「

_
肖
趴
得 

分
配
：に
於
け
る
ソ
ヴ
ラ
ト
財
政
制
度
の
役
割」

で
あ
る
。

デ
：ィ
ヤ
チ
.H,

ン
コ
の
論
文
の
一
節
に「

財
政
に
關
す
る
科
學
は
、
貨
幣
資
金 

そ
の
も
の
ゼ
硏
究
す
る
の
で
は
な
く
、
貨
幣
資
金
の
形
成
•
分

配

•
利
用
を
媒 

.介
す
る
社
會
的
關
係
を
研
统
す
る
の
で
あ
るa

寳
金
の
.力
き
さ
や
■

で
は
な
，
 

く
、
貨
幣
資
金
の
形
成
.
分

配
.
利
用
を
媒
介
す
る
經
濟
的
關
係
が
、
い
ろ
い

,

1 

C

六
八
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一
.一
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;三

铂

雲

響

：
：筆

四

屮

九

：卷

.：
：き

肀

：
號
9 

:
ろ

汝

社

贏

霞

態

の
-%
之
で
0'
財

政

の

馨
'，
機

能
•
使
用
0

-#
質
を
規
定
：

す
る
の
.，
で

あ

る

.。
，

 

.

‘

:

M*
被
は
國
家
の
本
質
と
機
能
と
に
歴
史
的
に
不
可
分
に
結
び
つ
い
て
.：い
右
貨 

幣
體
.系
と
な
つ
て
規
わ
れ
る
。

…
…
」

(

宇
佐
美
•
谷
山
共
編
、
現
代
財
政
論,°

,
二
〇
、四.ド
五
頁)
。
ま
た
ア
ラ
.ハ.ベ
ル
ジ
ャ
ン
の
論
文
の
一
節
に

「

貨
幣
.
•
信 

用

.
財
政
は
そ
れ
ぞ
れ
ソ
ヴ
'工
ト

_

力
が
ブ

ル

ジ
ョ

ア
經
濟
學
の
武
器
庫
か
ら 

.と
り
出
し
て
、
■社
會
主
義
的
國
民
經
濟
の
發
展
の
耍
求
に
適
眼
さ
せ
た
經
濟
的 

.
道
具
の
一
つ
で
あ
る
。
ソ
ヴ
土
，
ト
財
政
は
特
別
な
種
類
の
財
政
で
あ
る
。

'わ
が
.
 

國
で
は
資
本
主
義
財
政
の
形
態_ 

#皮
だ
け
が
の
こ
り
、
そ
の
ホ
員
は
根
本
的 

に
變
化
し
て
い
る
。
社
會
主
義
の
も
と
で
の
財
政
の
客
觀
的
必
然
性
は
、
特
別 

の
種
類
の
商
品
生
產
が
存
在
し
、
制
限
さ
れ
た
範
圍
で
價
値
法
則
が
作
用
し
て 

い
る
こ
と
に
關
連
し
、
社
會
的
生
產
物
の
'生
產
*
分
配
過
程
に
お
け
る
價
値
と 

惯
値
形
態
利
用
の
必
要
と
結
び
つ
い
，て
い
る
。
財
政
資
金
お
ょ
び
そ
れ
に
照
應 

す
る
諸
關
係
の.形
成
と
刺
用
は
、..貨
幣
經
濟
が
存
在
し
、
國
民
所
得
の
生
產*._ 

分
配
.

利
用
が
、
貨
幣.(

價
値)

.表
現
を
と
る
と
こ
ろ
で
行
わ
れ
る。

-
 

.

財
政
は
、
社
會
的
生
產
の
價
値
的

(

貨
幣
形
態
に
お
け
る

)

側
面
を
反
映
す 

る
。
價
値
.
價
値
形
態
の
な
い
と
こ
ろ
に
は
、
し
た
が
つ
て
貨
幣
の
な
い
と
こ 

ろ
に
は
財
政
關
係
も
ま
た
あ
り
え
な
い

…
…
」

と
い
ぅ(

同
書
，'
二 
ニ
七—
八

3

0

.

.こ
の
ニ
の
論
文
の
右
の
章
句
を
讀
ん
で
、
か
ね
て
私
が
持
つ
て
い
る
疑
問
が 

强
く
驅
り
立
て
ら
れ
た
。
財
政
學
は
財
政
ま
た
は
財
政
現
象
を
研
究
す
る
社
會 

科
學
で
あ
.る
’と
い
ぅ
場
合
に
、
そ
の
財
政
現
象
は
社
會
現
象
で
あ
り
、.
社
會
關 

係
の
一
の
發
現
形
態
丨
現
象
形
態
で
あ
る
か
ら
、
^

&

は̂
砠
#
の
財
双
||
ぽ 

を
ー
財
政
現
象
に
發
現
し
て
ぃ
る
齔
會
の
財
政
關
係
を
硏
究
し
て
い
る
の
で
あ

.

ニ 

•
.
.

.(

六
九
〇)

:
る
--
>
い
う
の
.は
正
：し
い
と
私
.は
思
つ
て
い
る
。'し
か
し
社
會
の
財
政
關
係

(

そ 

の

現

わ

れ

と

し

て

、
の
、

財
政
現
象)

は「

貨
幣
體
系」

ま
た
.は
貨
辦
，

係
だ
け
で 

あ
お
う
か
。
-1
貨
幣
の
な
い
と
こ
ろ
に
は
財
政
的
關
係
は
あ
り
得
な
い」

で
あ 

ろ
う
か
。
私
は
こ
れ
を
疑
問
と
ず
る
。
貨
幣
の
な
い
社
會
に
も
財
政
關
係
、
そ 

の
發
現
形
態
とし
て
財
政
現
象
が
存
在
し
得
る
と
思
うの
で
あ
る
。

過
去
の
經
驗
的
事
實
と
し
て、
.ソ
連
に
於
て
、
貨
幣
の
な
いI
貨
幣
關
係
を 

持
た
な
い
財
政
現
象

—

財
政
活
動
が
現
實
に
存
在
し
た
こ
と
が
あ
る
の
で
は
な 

い
か
。
戰
時
共
產
主
義
の
段̂

-
殊
に
そ
の
最
終
段
階
に
於
て
、
賣
賈
に
よ
る 

,
交

換
.

(

商
品
流
通
：}
が
禁
止
さ
れ
、
貨
幣
の
價
値
は
事
實
上
無
價
値
に
な
る
ま 

で
下
落
し
て
，貨
幣
は
そ
の
機
能
を
全
く
喪
失
し
た
。
貨
幣
を
持
っ
こ
と
に
よ
っ 

て
人
が
人
を
支
配
す
る
關
係
は
消
滅
し
た
。
財
貨
お
よ
び
用
役
は
國
家

(

公
共) 

權
カ
に
よ
っ
て
鉦
擬
で
人
民
か
ら
徵
發
さ.れ
、
ま
た
触
潰
で
人
民
に
提
供
さ
れ 

た
。
そ
の
場
合
に
ソ
述
の
共
產
主
義
社
會
に
は
貨
幣
な
く
し
て

(

貨
齡
が
全
く
そ 

の
機
能
を
失
っ
て

)
—

«
罾
關
係
な
く
し
て
、
國
家
に
よ
る
財
貨
と
用
役
の
調 

達

(

無
償
徵
發)

と
そ
の
區
分
.

(

財
貨
と
用
役
の
無
償
提
供

)

と
い
う
ボ
1 |
が 

行
わ
れ
た
の
で
あ
っ
て
、
そ
れ
は
財
政
活
動
で
あ
り
財
政
現
象
で
あ
る
。
從
っ 

て
、
ソ
連
の
戰
時
共
產
主
義
の
段
階
を
例
と
す
れ
ば
、
過
去
の
經
驗
的
事
實
に 

於
て
も
、
貨
幣
の
な
い
と
こ
ろ
に
は
財
政
的
關
係
は
あ
り
得
な
い
と
い
う
解
釋 

•は
誤
り
で
あ
る
と
私
は
思
う
。

ソ
連
の
現
在
の
段
階
は
社
會
、王
義
の
段
階
で
、
共
#

王
義
社
會
へ
の
移
行
の 

獲
の
段
階
で
あ
る
と
い
う
。
若
し
將
來
、
共
産
主
義
社
會
に
移
行
す
れ
ば
、
 

r

國
家
は
死
滅
し
て
行
く
が
社
會
は
殘
る
。
全
國
民
的
所
有
の
_
承
者
は
社
會 

そ
の
'も
の
、-卽
ち
そ
の
中
央
指
導
機
關
で
あ
る

」

.と
い
.う

(

ス
タ
I
リ
ン
、

一
 

九
，五
一一

年
.九
月
ニ
十
八
日
附
論
文

〕

。
そ
の
ホ*
指
^
機

關

が

，
、
そ

の

共

«-
王
義

.

.

社
會
を
指
導
し
て̂

:
た̂
呤
に
は
少
く
と
も
电
夹
指
導
機
鼴
を#
成
す
.る
人

 々

.

.
の

雲

と

、
何
等
か
の
財
貨
と
用
役
を
必
要
と
し
よ
う
。
瓧
會
の
財
貨
と

1
 

.

力
の
配
置
の
バ
ラ
ン
ス
を
指̂
統
制
す
る
た
め
に
も
、
中
央
指
導
機
關
が
そ
の 

•

任
務
を
遂
行
す
る
た.め
に
、
財
貨
と
用
役
に
對
す
る
需
要

=

財
政
需
要
を
生
ず 

「

J

.V
る
。
.そ
の
需
耍
を
充
足
す
る
た
め
に
：財
货
と
用
役
の
調
達
と
處
分
の
活
動

=

財 

l

f
 

.政
活
動
が
行
わ
れ
よ
う0.
ソ
姻
の
現
在
の
社
會
主
義
の
段
階
の
經
濟
法
則
は
國 

巧
.'.
:

民
經
濟
が
計
獸
性
を.も
つ
て(

鈞
り
合
い
.を
保
づ
て)

發
展
す
る
こ
と
だ
と
い 

j:::

-;v

う
。
國
民
經
濟
の
正
し
い
釣
り
合
い
を
定
め
る
最
も
重
要
な
方
法
の
一
は
バ
ラ 

「

泡
:

;

ン
ス
體
系
を
つ
く
る
こ
と
で
あ
る
が
、
.
そ
の
バ
ラ
ン
ス
は
、
物

材(

現
物)

パ 

一
 

ラ
ン
ス
と
、
貨
幣
形
態
で
現
わ
し
た
バ
ラ
ン
ス
と
、
霊
カ
バ
ラ
ン
ス
と
に
わ 

|パ
'

か
れ
る
と
い
う(

ソ
連
、
經
濟
學
敎
科
書
、
邦
譯
第
三
分
册
、
七
ー
三
員
、
七 

m
:,
'
-
,
'
,
' 

. 

u

五
頁)

。
假
り
に
、
共
產
主
義
社
會
に
な
っ
た
場
合
に
も
、
.こ
の
物
材
バ
ラ 

一
 

ン
ス
、
貨
幣
バ
ラ
ン
ス
、i

カ
バ
ラ
ン
ス
を
必
ず
す
べ.て
必
要
と
す
る
か0
 

■
:
■■

..

貨
幣
バ
ラ
ン
ス
と
い
う
條
件
な
し
で
、
中
央
指
導
機
關
は
共
産
主
義
社
會
の
經 

l
;
.
:
';
;
v
,
.
.
濟
を
物
材
バ
ラ
ン
ス.と
！̂

カ
バ
ラ
ン
ス
を
保
持
す
る
こ
と
に
よ
ろ
て
指
_
 

j
.

..
制
す
る
こ
と
が
出
來
る
の
で
は
な
い
か
9

:

.

.

I

, 

た
と
.え
共
產
主
義
社
會
に
な
っ
て
も
、

」

中
央
指
®

關
の
財
政
需
要
は
存
在 

I 

;

し
、
財
政
活
動
は
貨
幣
なく
し
て
丨
货
幣
關
係
なく
し
て
行
わ
れ
得
る
の
で
は 

一
 

な
い
か
。
，貨
幣
の
な
い

—

貨
幣
關
係
の
な
い
社
會
で
も
財
政
現
象

—

財
政
的
關 

I.. 

係
は
4
り
得
る
で
あ
6
う

.°
>

ぐ

.

'

.

.

I. 

■

■.

: 

. 

.

.

,

'

:
 

.

,
'

I

 

.

.

.

.

-
.

1
.

r

し
1

財

政
4

の̂
-
|

格
.

と
、
フ.

ラ

や

ン

リー

の
.
.
.
.

「

財
政
の
.經
濟 

\

 

擧」

に
於
け
る
公
共
經
濟
の
：意
味
及

び

：經

費

論

に

關

す

る

疑

問

I 

. 

一
 

九
五
〇
年
代
前
彻
の
英

*

米
の
新
し
い
財
政
學
の
代
表
的
形
態
で
あ
っ

^
.:'
r.
M
广.
.
.
. 

' 

.
. 

'
,
.

现
代
埘
政
學
に
關
す
る
若
干
の
疑
叽.
.
.

て
-
よ
く
そ
の
特
徵
を
表
現
す
る
も
の
と
し
て
、
英
國
で
は
(1
;
.内
.
.

Hicks, 

P
u
b
l
i
c

 F
i
n
a
n
c
e

 

(
R
e
v
i
s
e
d

 Edition, 

1951, 
2
n
d

 Edition, 

1955) 

と
、

米
國
で
は w

r
o
w
n
l
e
e

 

a
n
d

 

Allen,: E
c
o
n
o
m
i
c
s

 

of 

P
u
b
l
i
c 

F
i
n
a
n
c
e

 

(
s
e
c
o
n
d

 Edition, 

1
9
5
4
)

を
擧
げ
石
こ
と
が
出
来
よ
う
。
旣 

に
ヒ
.ッ
ク
ス
の「

財
政
學」

* C
1

九
五
一
年
版)

は
巽
.
i

df
c

i
が
刊
行
さ 

れ
て
い
た
が
、
ま
た
先
頃
は
ブ
ラ
ゥ
ン
リ
ー
の

「

財
政
の
經
濟
學」：

(

一
九
五 

四
年
、
，
改
訂
版

)

の
譯
書
が
刊
行
さ
れ
た
。
財
政
學
の
研
究
に
志
す
人
々
に
と 

っ
て
大
き
な
使
益
を
與
え
る
こ
と
で
あ
る
。
譯
者
永
田
博
士
な
ら
び
に
そ
の
協 

力
者
の
勞
に
對
しV

私
は
感
謝
の
念
を
懐
い
て
い
る
。

現
代
財
政
學
に
は
ヶ
ィ
ン-x
理
論
が
滲
透
し
て
そ
の
內
咨
を
豐
か
に
し
て
い 

る
が
、
.
嘗

て

ゲ

ル
ロ
フ(Gerloff)

は「

it
し
い
ヶ
ィ
ン
ズ
理
論
が
財
^
^
に 

對
し
て
持
っ
重
要
性
を
高
ぐ
評
價
し
て
も
決
し
て
過
大
評
價
に
.は
な
ら
な
い 

…
…

し
か
し
新
し
い
經
濟
理
論
を
基
礎
と
す
る
一
般
的
な
說
明
は
未
だ
缺
け
て 

い
る
。.新
し
い
理
論
は
部
分
的
問
題
に
適
用
さ
れ
る
に
止
ま
つ
て
い
る

」

と
い

う

(
K
a
n
d
b
u
c
h

 d
e
r

 F
i
n
a
n
z
w
i
s
s
e
n
s
c
h
a
f
t
,
1 L

i
e
f
e
r
u
n

ofq, 

1950, 

S
.
6

丨7)

ヶ
ま
た
、
マ
ン
.

(
K
a
r
l
M
a
n
n
)

は「

英
米
に
於
け
る
財
政
學
的
思
考
の 

最
近
の
基
本
形
態
はgw
o
^t

h
e
o
r
y

で
あ
る
。—

：

こ
れ
は
alscal policy 

を
合
班
化
し
た
も
の
に
他
な
ら
な
い
。
そ
の
任
務
は

fiscal p
o
l
i
c
y

に
よ
っ 

て
展
開
さ
れ
た
法
則
を
理
論
づ'け
て
、

一
の
理
論
體
系
に
纒
め
上
げ
る
こ
と
で 

あ
る」

と
い
う
。
そ
し
て
マ
ン
は
新
じ
い
經
濟
理
論
を
採
り
入
れ
て
纏
っ
て
い

る
財
政
^
!

jil

と
し
て
、

A
l
i
e
n

 a
n
d
-
B
r
o
w
n
l
e
e
,

 E
c
o
n
o
m
i
c
s

 

of 

P
u
b
l
i
c 

F
i
n
a
n
c
e

 

(
1
9
4
7
)
.

と
、
更
に
綜
合
性
の
高
い%
の

は

P
u
b
l
i
c

 

f
i
n
a
n
c
e

 a
n
d

 N
a
t
i
o
n
a
l

 I
n
c
o
m
e

 

(
1
9
4
9
)

で

あ

る

と

い

う

(H. d. F. 

7 .Lieferung,: 1952, .s. 

484

丨
7)

0 
サ
.マ
ア
ス
も fiscal policy 
'の
各

, 

く
三
，：
：
.：

：

(

.六

.九
ー)

:.
,



I

一
 T

田
學
會
雑
誌
•
笫
p-
a
'十

九

卷

ノ

第

十

號
■ 

.

痼

の

鲁

：
の

天

部
<

^

支

叫

，
諌

狻
<

借

^

.

，
歡

^

^

還

'-
|
/
.に

^

い(

て

は

詳

じ

ハ
 

く

檢

討

さ

れ

て

い

る

が

、

6
s
c
a
l

 

p
o
l
i
c
y
’

の
理
論
全
體
と
し
て
は
統
含 

を

缺

い

て

い

る

こ

と

を

認

め

る

(

前

揭

进

P
.

 

4
00
1

)

。

ブ

ラ

ゥ

ン

リ

ー

•

ア 

レ

ン

の

「

脉

政

の

經

濟

學

J

は

一

九

五

四

年

の

第

一

一

版

で

全

面

的

な

改

訂

が

加

：. 

え

ら

れ

て

い

る

。

(

ま
た
サ
マ
ァ
ス
の

.「

財

政

と

國

民

所

得

」

は

い

ま

旣

に

絕
 

版

と

‘な

つ

て

い

る

ょ

う

だ

.が

、

,恐

^:
ぐ

は

著

者

が

改

訂

を

加

え

.つ

.
つ

あ

る

.
：の

で
 

は

な

，い.
.か

と

私

は

期

待

し

て

い

る

。)

. 

,

「

財
政
の
經
濟
學J

の
序
文
で
ノ
本
霄
の
目
的
は
备
種
の
ぼ
民
ぽ
择
を
,*
' 

tions 」

の
諸
效
果
を
、.そ
れ
ら
が
暝
生
經
濟
學
の
基
本
的
判
斷
基
,
に
及
ぽ
ず 

效
果
：に
從
つ
て自
这
2
0
す̂
る
こ
.と
で
あ
る
と
，い
う
。
そ
の
判
斷
基
準
と
は、
. 

(

1)
|
$

抓
經
濟
活
動
の
水
準
と
安
定
性
、
.
2)

生
產
物
の
鐵
m
l生
產
さ
れ 

る
財
貨
：-
用
役
の
組
成
、(

3)

種
々
の
所
得
受
領
者
の
間
の
所
得
の
分
配
で
あ 

る
。
こ
の
目
的
を
追
及
する
立
場
か
ら
、
ま

た
!*seal t

h
e
o
r
y

を
展
開
す
る 

も
の
と
し
て
、
本
書
は
厚
生
經
濟
學
的
な
財
政
政
策
理
論
の
體
系
を
示
.す
も
の 

で
あ
る
。
 

.

.

.
 

.

.

.ヒ
ッ
ク
ス
も
.

「

財
政
學」

第
七
寧
で「

財
政
學
は
確
に
經
濟
學
の
領
域
に
人 

る
で
こ
の
こ
と
は
財
の
研
究
に
は

(

從
つ
て
そ
.の
目
的
をょ
く

達
成
す
る 

た
め
に
は)

經
濟
組
織
の
運
行
に
關
す
る
知
識
を
豫
め
必
要
と
す
る
こ
と
を
意 

味
し
.て
い
る0
さ
.ら
に
財
政
學
は
應
用
經
濟
學
：の
分
野
に
屬
す
べ
’き
も
の
で
：あ 

つ
て
、
_
|
1經
濟
學
の
分
野
に
餛
す
べ
き
で
は
な
い
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
0
 

財
政
學
は
.一.の
技
術
で
あ
つ
て
實
際
問
題
の
研
究
を
對
象
と
し
て
い
る
：
.
.
.
.
，

!— 

と
い
う(

一
九
五
ー
年
版_」

〇
三—

四
頁
、2n

d

 E
d
i
t
i
o
n
M
9
5
5
,

 P
.

1
0
1
 

1

^

0

,

,
現
代
の
英
米
の
新
し
ぃ
財
政#
の
代
表
钠
形
难
を
示
し.て
ぃ
る
ご
の
胄
'«

,

.
 

、

四

、

(

六
九
ニ)

.

.

.

.

へ
は
、''
-墩
生
經
濟
學
的
だ
財
政
政
策
理
論
ま
私
は
應
用
經
濟
學
で
あ
る
バ
ヒ

ッ
ク 

乂
^
於

て

.
は

技

術
^:
ぁ
^-
と
；
明

：
言

す

る

)

^

6

$

し
て
い
.る
。
そ
れ
は
い
ず
れ
も

K
u
n
s

ct
ま
た
はK

u
n
s
t
l
e
h
r
e
.

で
あ
っ
て
、 

it
'
會
扑
學
わ
し
て
財̂

畠
の
體
系
.を
示
す
も
の
で
は
な
い
。.
財
政
學
が
社
會
科 

.學
で
あ
る
た
：め
に
は
、-.
い
か
な
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
な
ど
と
い
う

」 

霞
へ
は
、.
.こ
れ
'ら
の
財
政
學
截
の
目
的
と
ず
る
課
題
で
は
な
.い
：か

ら

(

こ
の
雨 

.

谱
のt

す
るU.

と
で
は
な
.い

か
ら)

、
そ
の
こ
>:
を
批
判
す
る
の
は
當
ら
な
い 

と
.い
う
讀
者
も
.知
ろ
う
。
：私
の
云
お
う
と
す
る
の
は
、
こ
の
兩
書
が
財
政
砠
罾 

理
論
ま
た
は
應
用
經
濟
學

(

ま
た
は
財
政
技
術
論

)

と
し
て
優
れ
た
も
の
で
あ 

る
こ
と
は
認
め
；る
と
し
ても
、.

社
#
科
學
と
し
て
の
財
政
學
の
體
系
を
備
え
よ 

う
と
^-
て
い
な
い
.と
云
う
こ
と
.で
あ
.る
°

ブ
ラ
ゥ
ン
リ
彳
の
，

「

財
政
の
經
濟
學|

に
於
で
は
特
に
米
國
的
な
偏
色
が
强 

い
.(

ヒ
ッ
ク
.ス
の
,r

財
政
學j

に
於
て
も
、
そ
れ
ほ
ど
强
く
は
な
い
が
英
國
的 

な
偏
色
が
あ
る)

。
来
國
以
爪
の
財
政
事
實
を
研
究
の
對
象
に
殆
ど
加
え
て
い 

な
：い
ゲ
例
え
ば
第
ー
章
で
，

「

政
府
の
間
斷
の
な
い
擴
大
は
、
三
〇
年
代
を
通
じ 

て
始
ま
っ
た
政
府
の
財
政
活
動
の.諸
變
化
と
相
俟
っ
て
，、
財
政
の
研
究
に
重
大 

.な
變
化
を
も
た
ら
し
た
。

一
九
三

o

年
頃
か
ら
、
卽
ち
第
一
次
大
戰
と
第
一
一
次 

大
戰
の
間
の
大
不
況
が
始
ま
っ
た
頃
か
ら
？
政
府
財
政
の
.諸
部
面
は
、
國
庫
に 

い
か
な
る
衝
擊
を
興
え
る
か
と
い
う
こ.と
と
.と
も
に
、

濟
全
體
に
與
え
る
諸 

效
果
.に
關
し
て
ま
す
ま
す
多
く
研
究
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る

」

と
い
う
章 

句
が
あ
る(PV 4

,
鋒

書
三
.頁)

.。r

財
政
の
經
濟
學」

は
資
本
主
義
財
政
を
取 

、
扱
.っ
て
い
る
の‘で
あ
る
。
ョ
ー
ロ
ッ
パ
資
本
主
義
諸
國
で
は
旣
に
1
九
ニ
0
年 

_

代
か
ら
、
財
政
の
國
民
經
濟
的
負
擔
の
擴
大
丨
財
政
の
經
濟
拘
束
性
の
增
大

(

さ 

-
.ち
ね
慢
性
韵
不
況.に
：よ
る
景
氣
痼
受
性
の
增+o

と
い
う
現
貨
の
事
實
を
瓦
鞅

.
ナ
る
社
會
意
識
と.し
て
-
財
政
諸
活
敷
の
經
濟
盼
建
果
の
阢
婼
が
軏
鞔
さ
れ 

て
い
た
。
，ョ
ー
ロ
ッ
パ

資
本
主
義
は
一
九
ブ
ー
〇
年
代
に
擴
大
發
展
の
段
階
.を
終
.
 

っ
て
停
滞
の
：段
階
に
入
っ
た
が
、
，
ア
メ
リ
ヵ
資
本
主
義
は
一
九
三
〇
年
-の
恐
慌 

か
ら
停
滞
の
段
階
に
入
っ
た
。
.
そ
こ
で
米
國
で
は
一
九
三
〇
年
项
か
ら
財
政
の 

,

.國
民
經
濟
的
重
要
性
の
意
識
が.急
激
に
增
大
し
て
、
財
政
諸
活
動
の
經
濟
的
效
.
.

:
架
に
.っ
い
て
多
く
研
究
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
故
.に
ブ
ラ
ゥ
ン
リ 

.
f

が

「

一
九
三
〇
年
頃
か.ら…

…
J

と
い
う
の
は
、
特

に

i.

九
三 

〇
年
资
か
ら…

…
」

と
限
定
し
て
云
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。
或
は
讀
卷
は
私
が
片 

言
隻
句
を
捉
え
て
漏
と
し
て
い
■る
と
思
う
か
も
知
れ
な
い
が
、

「

財
敗
の
經
，

:

.濟
舉
卜
に
於
て
は「

米
國
で
は」

.
と
い
う
條
件
の
拘
束
を
必
要
と
す
る
場
合
が 

極
が
て
多
い
の
で
、
特
に
こ
の
こ
と
を
指
摘
す
る
の
で
，あ
る
.0.

,

, 

ブ
ラ
ゥ
ン
リ
丨.は「

以
前
の
財
政
學
の
諸
研
究
で
：は
政
府
支
出

 
'
收
入
へ
借 

.
入
を
個
別
的
に
取
鈒
う
の
が
典
型
的
で
あ
っ
た
が
、
い
ま
は
そ
の
よ
う
な
個
別

.
 

的
な
取
极
い
方
に
重
き
を
置
か
な
く
な
っ
て
い
る
。
：.財
政
學
は
急
速
に
公
共
經 

濟
の
硏
究
と
な
つ.て
.い
る」

と

い

う(P, 

5
.

譯
書
四
頁)

。

そ
こ
で
.
tbscal 

.
t
h
e
o
r
y

之
い
う
腺
態
の
新
し
い
財
政
學
に
於.て
は
個
別
的
研
洗
が
多
く
、
統
.
 

.合
に
觖
け
て
い
た.の
，を
、.「

公
共
經
，濟
*—
の
砰
究
と
し
て
統
合
的
に
把
握
し
よ.

.

う
と
し
て
，い
る
の
で
あ
る
。

 

-
 

,
し
か
ら
ば
、
ブ
ラ
ゥ
ン
リ
ィ
の
沄
う'

「

公
共
經
濟」

と
は
い
か
な
る
意
味
の 

.も
の
か
。
政
府
の
活
動
に
は
種
々
の
規
制
的

®

.

が
.あ
る
が
、
，
わ

れ

わ

れ

が

主

.

.
上
し
て
關
心
を
持'っ
の
は
規
制
的
活
動

9

效
果
で
は
な
く
て
、
政
府
の
貨
幣 

(

資
金)

調
達
と
货
幣
支
出
の
諸
活
動

.(money-raising

㈤
& m§

e
y

丨 

s
p
s
d
i
n

的activities)

の
諸
效
果
で
あ
る
。
わ
れ
わ
れ
が

「

公
共
經
濟」

と
呼
ぶ
の
は
、
こ
の
領
域
丨
一
の
經
濟
單
位
と
し
て
の
政
府
の
領
域
で
あ
る
。

.

现
代
則
政
學
に
關
す
る
若
干
の
疑
問'•
,

:

.
わ
れ
わ
.れ
の
分
昕
の
大
紙
分
は>-
4
の
公
典
經
濟
.に
關
す
る
.こ
と
r
/i
-
る
^

—
s

ち 

政
府
の
貨
幣
支
出
と
貨
幣
調
達
の
活
動
が
、
經
濟
內
に
於
け
る
資
M
の
配
置 

(

配
賦)

•所
得
の
分
配
•
經
濟
活
動
の
水
準
に
對
す
る
諸
效
果
を
研
究
す
る
こ 

と
.に
な
る
と
い
う
。
，そ
し
て
經
濟
單
位
：

.ど
し
て
の
政
府
は
、
：私
經
濟
的
眾
位 

(

企
業
單
位
•
消
費
谭
位)

と
多
く
の
點
に
於
て
類
似
す
る
が
、
そ
の
運
營
操
作 

に
於
て
私
經
濟
的
單
位
と
相
違
す
る
最
も
重
要
な
點
と
L
て
、

T
 

)

趴
お
が
達 

成
し
よ
う
■と
す
る
目
的
が
異
る
こ
と
、
入2)

公
共
經
濟
と
個
人
と
の
間
で
用
役 

と
醵
出(

貢
納)

.が
交
換
さ
れ
る.條
件
は
私
經
濟
の
財
货•用
役
の
交
換
に
於
け.
 

.

る
條
件
が
異
つ
て
い
る_

_
八
ム
共
經
濟
の
多
く'£
0
部
分
へ
.の
參
加
は
强
制
的
で 

あ
る
が
、
私
經
濟
の
い
，か
な
る
分
野
へ
の
參
加
も
任
意
自
發
的
で
あ
る
こ
と
、

,
,
C
S

)

政
府
は
私
的
計
畫
と
し
て.は行い難い仕事を行うこと、
ハ
邦
政 

府
は
必
要
と
あ
れ
ば
他
の
經
濟
單
位
か
ら
調
達
し
た
收
入
に
よ
ら

'な
い
で
、
政 

府
が
貨
幣
を
發
行
し

V

支
拂
を
な
し
得
る
こ
と
な
ど
で
あ
る
と
い
う

.

f

f
 

,
I
P譯
書<

—

九
頁)

> 

v 

.

こ
こ
で
見
る
よ
う
に

「

八
ム
共M
濟」

と
い
う
こ
と
は
、
經
濟m
位
と
し
て
の 

政
府
を
意
味
し
て
い
る
。
そ
し
て
私
經
濟
的
單
位
と
の
相
違
點
に
っ
い
て
、
ゝ
殊 

に(

2)

：で

は
-'
の

公

共

經

濟

と

個

人

と

の

間

の

用

役

と

醵

出

金

(

貢
納)

と
の 

交
換
條
件
が
異
る
と
い
う
。
從
っ
て

「

八̂

ハ
經
罾」

を
交
換
經
濟
內
に
於
け
る 

一
め
經
濟
單
位
と
し
て
の
政
府
と
し
て
の
み
把
握
し
よ
う
と
し
て
い
る
の
で
あ 

る
。
し
か
し
、
ま
た
ー
政
府
が
提
供
す
る
用
役
の
大
部
分
の
價
格
を
決
定
ず
る 

'市
場
は
、

一
殷
に
耷
わ
れ
る.市
場
の
意
味
で
は
存
在
し
な
い

」

と
い
う(

p
,
p
 

譯
書
一
〇
頁)

。
近
世
：の
交
換
經
濟
は
市
場
經
濟
、で
あ
る
。
.
從
つ
て
ブ
ラ
ゥ
ン 

.リ
ー
は
、
' 政
府
を
市
場
經
濟
內
に
於
け
る
經
濟
單
位
と
し
て
、
ま
た
趴
胄
と
双 

經
濟
的
單
位AJ.

の
結
合
關
係
を
交
議
濟1

場
經
濟
關
係
.に
於
て
見
.て
い
る

. 

五 

c

六
九
三

)
-



.

/
三
田
學
會
嫌
谦
：第
四
十
汍
卷
、
第

十

號

' 

ノ

:.
-
-と
:>
に
な
石
。
；
し

か

じ
^

^
と
私
經
濟
的
單
位
ど
の
緖
合
關
係

(

：

(

參

洳

_
>
::
:
。
、 

任
意
自
發
盼
な
關
係
と
、

：

强
制
的
な
關
係
が.あ
る
こ
と
は
認
め
て
い.る
。
さ
ら 

に
、；
經
濟
全
體
と
か
、.公
私
綜
合
經
濟(the c

o
m
b
i
n
e
d

 public-private 

e
c
o
n
o
m
y
)

と
い
う
こ
と
.も
一K

つ
て
い
る
。.私
は
ブ
ラ
ゥ
ン
リ
ー
の-.
財
政
の
.
 

經

濟
學」

，に

於

け

る

i

の
基
本
觀
念
で‘
る

：
：

「

公
共
經
濟

」

.

.の
規
定
に
於
て
重: 

犬
な
混
迷
が
在
る
と
思
う
。
財
政
活
動
の
主
體
で
.あ
る
政
府
は
、
：私
經
濟
的
單 

位

(

企
業
單
位
，
消
費
單.位=

私
的
家
計)

と
の
結
合
_

M—

^
合
過
程
に
於 

，
て
、
伍

意

自

發

的

な

市

場

(
交
換
V
經
濟
的
結
合
關
係
と
、
：强
制
的
性
質
を
持 

つ
公
共
經
濟
的
結
合
關
係
と
が
在
る
こ
と
を
ハ
そ
の
事
實
認
識
が
へ
、フ
ラ
ゥ
ソ
リ 

.丨
の
前
記
の
記
述
の
う
ち
に
潜
在
し
て
い
る
に
も
拘
わ
ら
ず

)

明

確

；•に

願

示 

し
て
：い
な
い
の
で
あ
る
。
從
つ
て
ま
た
近
世
社
會
經
濟
が
公
私
綜
合
經
濟
で
あ 

る
と
い
う

認
識
か
ら
、
私
經
濟
的
單
位
と
.の
結
合
關
係
に
於
け
る
政
府
の
地
位 

/
か

(

ま
た
私
經
濟
的
單
位
の
地
位
も

)

：、
任
意
自
發
的
な
結
合
關
係
に
よ
つ
て 

形
成
さ
れ
る
市
場(

交
換)

經
濟
の
領
域
に
於
け
る
經
濟
單
位
と
し
て
の
地
位 

と
、
强
制
的
な
結
八
ロ
關
係
に
よ
つ
て
形
成
さ
れ
る
公
共
經
濟
の
領
域
に
於
け
る 

經
濟
犁
位
と
し
て
の
地
位
を
持.つ
.

(

政
府
は
私
經
濟
的
單
位
に
對
し
て
强
制
的 

支
配
力
を
持
つこ
と
に
於
て
八
ム
ヰ
_
濟
の
主
體
の
地
位
を
持
ち

-\
-

私
經
濟
的
單 

位
は
之
に
從
屬
す
る‘公
共
經
濟
の
構
成
要
素
で
あ
る

)

。
卽
ち
、、
社
會
に
何
等
か 

の
形
態
の
國
家
公
共
體
が
發
生
し
て
そ
の
政
府
が
經
濟
財
の
調
達
と
處
分
と
い 

う
財
政
活
動
が
始
つ
て
か
ら
以
後
の
社
會
經
濟
•は
ブ
ラ
ゥ
ン
リ
ー
の
言
で
い
え 

'ば
公
私
綜
合
經
濟
で
あ
る
。
ビ
グ
丨
に
於
て
も

「

財
政
學
研
究」

第
一
版
■

(

一
 

九
二
八
年)

に
於
て
は「

政
府
と
相
對
立
す
る
も
の'と
し
て
の
社
會
全
體

」

と 

い
う
章
句
が
あ
る
が

(

P
.
2
S、
そ
の
第
三
版
.

c
r

九
四
七
年)

に
於
.て
は
、
.
 

.

「

政
府
を
含
む
社
會
全
體

」

.

.と
，い
つ
て
い
る

(
p
.
2

.^。

公
私
線.合

經

濟(

穿
0>

六 

(
：

ハ
九
四〕

.

c
o
m
b
i
n
e
d

 public-private 

e
c
o
n
o
m
y
)

と
云
う
な
ら
ば
、
交
換
經
濟 

內
に
.於
け
る
..經
濟
渾
位
と
..し
'て
の
'政
府
■の
存
在
を
認
め.る
..と
い
う
こ
と
の

み

..に

.

.
 

.

止
ま
る
ベ
ぎ
で
は
な
く
、
更
に
前
進
し
て
社
#
經
濟
全
體
が
交
換
經
濟
的
領
域 

と
公
共
經
濟
的
衝
勒
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
認
，
す
べ
き
で
あ 

'.
■る
。
財
政
主
體.で
あ
'る
政
府
は
交
換
經
濟
と
公
共
經
濟
の
構
成
要
素
で
あ
る
と 

い
う
ニ
の
地
位
を
持
ち
、
交
換
經
濟
的
過
程
と
公
共
經
濟
的
過
程
と
忆
於
て
財

'
 

政
活
動
を
行
う
。
こ
の
事
實
の
認
識
を
缺
い
，た
の
で
は

「

財
政
の
經
濟
學」

が 

'
目
的
と
す
る
財
政
の
經
濟
的
效
果
の
探
求
も
、
政
府
が
社
會
經
濟
に
於
け
る
い 

か
な
る
地
位
に
於
て
、
ま
た
い
か
な
る
經
濟
的
過
程
に
於
て
財
政
活
動
を
行
っ 

て
私
經
濟
的
諸
單
位
に
働
き
か
け
る
か
、
.
そ
の
働
き
.か
け
方
を
正
し

く

把
握
す 

る
.こ
と
が
：出
来
な
い
で
は
な
い
か
。
■折
角
、
i

の
よ
う
な
個
別
的
研
究
の
段 

■ 

統
合
を
缺
い
て
，い
た
段
階
か
ら
、
財
政
諸
活
動
の
經
濟
的
諸
效
果
の
總
括 

的
把
握
の
段
階
に
進
も
う
と
し
て
い
る
に
も
拘
わ
ら
ず
、
そ
の
總
栝
的
把
振
の 

.據
點
と
す
る「

公
共
經
濟」

の
，意
味
の
把
握
が
不
完
全.で
あ
る
と
思
う
。
そ
れ 

故
に
、
卒
直
に
云
ぇ
ば
、
こ
の
新
し
い
財
政
學
は
出
發
點
に
於
て
基
本
的
缺
陷 

.

を
持
つ
て
い
る.と
思
う
。〔

こ
の
批
判
は
ヒ
ッ
ク
ス
の

「

財
政
學」

に
つ
い
て
も 

云
え
る
。
ヒ
ッ
ク
ス
も
 

p
u
b
l
i
c

 S
e
c
t
o
r
o
f

c+ile e
c
o
n
o

 
日y. 

P
r
i
v
a
t
e

 

S
e
c
t
o
r

 o
f

 the: e
c
o
n
o
m
y

と
い
■う

が(

一
九
五
一
年
版
、
譯
截
八
頁
、

一
九
五
五
年
版
、p

.

CO)

、

こ

のP
u
b
l
i
c

 

S
e
c
t
o
r

の
構
成
に
つ
い
て
は 

writish P
u
b
l
i
c

 F
i
n

目ces 

(1954) 

•に
明
示
し
て
い
る。)

「

財
政
の
經
濟
學」

の
支
出
論
丨
經
費
論
に
闘
し
て
私
は
疑
問
を
持
っ
て
い 

る
。
.

「

政
府
は
種
々
な
用
役
を
提
供
す
る
。
：
：
：
政
府
支
出
の
大
部
分
は
政
府
用 

役
の
提
供
の
た
め
の
支
出
で
あ
っ
た
し
、
ま
た
$

も
恐
ら
く
そ
れ
が
績
く
で 

.あ
ろ
う」
と
い
う(p,5, 

P
.
.
1
00

7
:譯
■
五
頁
、1

八
ニ
頁)

。
ブ
ラ
ウ
.ン
リ-

.は
、
政
府
支
出
を(

1)

資
源
使
用
の
支
出re

s
o
u
r
c
e
-
u
s
i
n
g

 e
x
p
e
n
d
i
t
u
r
e

 

パ
と(

2)

移
轉
支
出
に
分
類
し
、

一
九
四
〇
年
お
よ
び
五
◦
年
の
政
府
支
出
の
約 

四
分
の
三
は
資
源
使
用
の
支
出
で
あ
っ
た
と
い
う
。
こ
の
資
源
使
用
の
支
出
は
、
 

財
貨•

用
役
に
對
す
る
支
出

e
x
p
e
n
d
i
t
u
r
e

 

f
o
r

的oods a
n
d

 services 

で
ぁ
っ
て
、
.
こ
の
資
源
使
用
の
支
出
に
よ
っ
て
、
政
府
の
用
役
作
出
の
活
動 

service p
r
o
d
u
c
i
n
g

 w
c
t
i
v
i
t
y

が
實
現
さ
れ
る
。
財
貨
と
用
役
に
對
す
る 

.支
出
が
政
府
用
從
を
作
出
し
て
國
民
に
提
供
す
る
。
.從
っ
て
、
資
源
使
用
の
支 

■出
が
、
國
家(

公
共)

用
役
の
提
供
と
い
う
形
態
で
國
家
給
付

(benefit)

を 

提
供
す
る
。
移
轉
支
出
は
直
接
的
な
貨
幣
支
拂
と
い
う
形
態
の
國
家
給
付

=

貨 

"

幣
給
付
を
提
供
す
る
。
ブ
ラ
ゥ
ン
リI
は「

政
府
殊
に
迎
邦
政
府
は
用
役
作
出 

の
活
動
に
加
え
て"
經
濟
內
の
比
較
的
大
き.な
グ
ル
.
！
プ
に
對
す
る
直
接
の
貨 

.幣
支
出
と
.い
う
財
政
活
動
に
關
係
し
て
い
る
こ
と
が
多
く
な
つ
て
い
る
。
こ
の 

.
安
拂
は
財
貨
•
用
役
と
交
換
し
て
行
わ
れ
る
の
で
は
な
く
、
屢

々

t
r
a
n
s
f
e
r

 

p
a
y
m
e
n
t

と
呼
ば
れ
て
い
る
。
そ
の
例
は
公
債
利
子.老

兵
恩
給
年
金
，
•
社 

■
會
保
障
制
度
に
よ
る̂

:
金

.
直
接
救
濟
金
の
支
拂
た
ど
で
あ
る

」
(P. 

6

•
譯 

書
六
頁)

。
し
か
し「

正
確
に
何
が
.移
轉
支
狒
を
構
成
す
る
か
に
つ
い
て
は
完 

■

全
な
見
解
の
一
致
が
な
い

」

と

'1
'
う
が
分
，
2<0
，

譯
書
四
三
頁)

、
ブ
ラ
ゥ
ン
リ 

:

丨
は
杓
國
偾
の
ー
兀
本
償
還.を
移
轉
支
出
と
認
め
ち
い
な>
の
で
あ
る
0
內
國
債 

:
利
子
の
支
拂
.は
移
轉
支
出
で
あ
っ
て
、
內
國
債
の
元
本
償
還
は
移
轉
支
出
で
は 

:■
■
な
い
と
い
う
の
で
あ
ろ
う
か
。
若
し
、
そ
う
解
釋
す
る
な
ら
ば
、
そ
れ
は
氣
り 

■

で
あ
ろ
う(

外
債
利
子
の
こ
と
を
一

K

っ
.て
居
女
い
の
は
米
國
，の
事
實
だ
.け
に 

■限
定
し
；て
い.る
こ
と
を
現
わ
し
て
い
る

)

。
前
記
の
よ
う
に「

わ
れ
わ
れ
が
生 

;
:

と
し
て
關
心
を
持
め
の
は
、̂
^'
調

達

と

員

^

^

ィ
妝
の
活
動
の
效
果
で
あ 

:
る」

.

.と
い
う
が
、
そ
れ
な
ら
ば
內
國
偾
元
本
の
償
還
の
.支

出

も

貨

幣
^:
'
出

の

活

現
代
財
政
學
に
關
才
る
若
干
の
疑
問

動
の
一
形
態
であ
り

、
移
轉
支
出
の
一
形
態
と
し
て
、
そ
の
效
果
分
析
が
行
わ
る 

べ
き
で
は
な
い
か
。
或
は
こ
こ
に
云
う
財
政
活
動
の
效
果
と
は
、
所
得
效
果
の 

こ
と
で
あ
っ
て
、
公
傲
の
元
本
償
還
の
效
果
は
貪
產
效
果
で
あ
る
か
ら
、
ブ
ラ 

ゥ
ン
リ
.丨
は
之
に
觸
れ
な
い
め
で
あ
る
と
い
う
か
も
知
れ
な
い
。
そ
れ
な
ら
ば 

「

財
政
の
經
濟
學」

は
財
政
活
動
の
資
產
效
果
に
つ
い
て
は
全
く
罾
ガ
し
て
い 

な
い
か
。
ま
た
は
財
政
活
動
の
資
產
效
果
は
所
得
效
果
に
全
.く
關
速
を
持
た
な 

い
と
い
う
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
の
い
ず
れ
も
誤
り
で
あ
る
。

財
政
活
動
が「

所
得
分
配」

に
與
え
る
效
果
は
、
こ
の
書
で
取
扱
わ
れ
て
い 

る
重
要
な
課
題
の
一
で
あ
る
が
、
政
府
支
出
に
對
す
る
指
針
と
し
て
示
そ
う
と 

し
た
原
則
の
一
と
し
て

「

所
得
の
分
配
を
變
更
ず
る
支
出
は
移
轉
支
出
で
な
け 

れ
ば
な
ら
な
い」

と

云

い(

t>
m

s,
譯
窗
ー
六
四
頁)

、
ま

た「

主
と
し
て 

所
得
の
不
平
等
を
個
人
所
得
の
分
配
に
ょ
っ
て
示
し
て
い
る
が
、
資
源
の
所
有 

の
分
配—

『

富』

.：の
，分
配
も
考
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
資
源
所
有
の
型
に

.
 

"影
響
す
j
諸
政
策
‘は
、
個
人
所
得
の
分
配
に
本
影
響
を
與
え
る
。
資
源
所
有
の 

型
が
平
等
に
な
れ
ば
、
自
動
的
に
個
人
所
得
の
分
配
を
一
層
平
等
な
ら
し
め
る 

…
…
J

と
云
つ
て
い
る
ダ1
7
0丨
6
.譯
書
ー
六
七—

七
ニ
頁)

。
そ
し
て「

主 

と
し
て
高
所
得
階
層
に
流
れ
る
政
府
支
出
の
一
の
主
要
項
目
は
公
債
利
子
で
あ
：
 

る」

と
い
う(

P
.
1
7
9
.

課
書
.一
七
四
頁)

。
公
債
利
子
の
支
狒
は
公
偾
所
有
者 

に
流
れ
込
む
の
で
あ
る
か
ら
、
公
債
の
ー
兀
本
償
還
も
公
債
所
有
者
で
あ
る
高
所 

得
者
層
に
流
れ
込
む
移
轉
支
出
で
あ
っ
て
、
.資
產
所
有
形
態
を
變
え
、
ま
た
資 

產
の
價
格
を
變
え
る
こ
と
を
通
じ
て
、
そ
の
資
產
效
果
を
通
じ
て
所
得
效
果
を 

持
：つ
こ
と
に
な
ろ
う
。

 

■

何
故
に
、.

ブ
ラ
：ゥ
ン
リ
ー
は
、0

偾
：の
利
子
の
支
拂
を
移
轉
支
出
と
認
め 

な
が
ら
、.
內

國

債

.の
一
兀
本
償
還
の
支
出
を
移
轉
支
出
と
認
め
な
い
の
か
を
私
は

七 

(

六
九
五

)



1

二
田
學
會
雜
誌
.第
四
ナ
九
卷
.
.
第
十
號
 

•

-疑
問
と
す
る
。'

•

. ; 

.

.

■'
,

'

VV'.:'
さ
ら
に
私
が
疑
問
に
思
ぅ
の
は
、
ブ
ラ
ゥ
ン
リ
ー
は
、，
財
政
活
動
に

.よ
つ
て
.
 

丨
財
政
变
出
に
よ
っ
て
作
出
さ
れ
國
民
に
提
供
さ
•れ
る
國
家(

公
共
：

5

給

付(

譯
.
 

書

で

は

め

は

、S
轉
ま
出
に
よ
っ
て
提
供
さ
れ石
貨
幣
給
#

と

、

用
の
吏
出C

財
货
.
用
役
を
對
象
と‘す
.る
支
出=

物
件
費
：
人•件
費)

に
よ
っ
：
 

て
作
出
さ
れ
る
用
霧
付
だ
け
を
認
め
て
、
資
源
使
用
の
支
出
に
：よ
っ
べ
作
出 

さ
れ
る
國
家(

公

.e
f

に
財
貨
f

が
あ
る
こ
と
を
認
め
て
い
な
い
の
で.
 

あ
る
。
■ 

. 

.

.

■

.

;

財
政
支
出
に
よ
っ
て
作
出
さ
れ
提
供
さ
れ
る
國
家
.

(

公
S

吣
#
の
^
®
の 

認
識
に
も
歷
史
性
が
あ
る.。

ヮ
グ
ナ
ァ
は
一
八
'七

' 0
年
代
に
、.財
政
は
有
形
財
.

(

殊
に
.貨
幣)

を
_
罾
し
、
之
を
以
て
國
家
が
そ
の
任
務
を
遂
行
す
る
た
め
に 

主
と
し
て
無
形
財C：

公
共
施
設
丨
公
共
用
役

)

，
を
作
出
す
る
ー
有
形
財
を
無
形 

財
匕
轉
換
す
る
と
い
づ
て
い
る
。
財
政
支
出
!-
よ
っ
て
，作
出
さ
れ
‘提
供
さ
れ
る
.
 

も
の
は
現
實
の
事
實
に
於
て
生
と
し
て
用
役
給
付
で
あ
っ
た
。
し
か
る
に
、

一

.
 

九
一
一
〇
年
代
に
於
て
は
主
要
諸
國
の

■國
家
經
費
の
五
〇
％
乃
至
は.六
〇
％
が
移 

轉
支
出
で
あ
り
、
乳
內
的
貨
锵

^
4
:

の
提
供
で
あ
っ
た
。
と
の
現
實
の
事
實
を 

反
映
しy

-

ド
ィ
ツ
の
コ
ル.ム
8

0

1日)

の
如
く
國
家
經
費
、
を
人
件
費
と
物 

件
費
に
よ
つ
て
行
政^ '
付
を
作
出
す
る
も
の.、
貨
幣
給
付
を
^

^

す
る
も
の
と 

す
る
理
論
が
現
わ
れ
、
ま
た
英
國
で
は
ピ
グ
ー
の
移
轉
的
■
費
ハ
コ
ん
ム
の
對 

內
的
貨
幣
給
付
に
該
當
す
る

)

.と
、
實
質
的
經
費(

人
.件
費
.
物
件
費
•
對
外 

的
貨
幣
耠
付
を
含
む

)

，に
區
別
す
る
理
論
が
現
わ
れ
て
い
る
。

ー
れ
ー
ー
ー

0
年
代 

か
ら
殊
に
四
◦
年
代
に
於
て
は
社
會
保
障
費
の
擴
大
に
っ
れ
て
、
金
銭
的
給
付 

(

货
幣
給
付)

の
m
f<
、
八
ム*
皿
設
の
員
趴
ま
た
は̂

!
f
付
な
、ど
の
用
役
給
付 

の
提
供
の
ほ
か
に
、
例
え
ば
鈿
漬

(

ま
た
は
低
價)

の
藥
物
*
義
齒
•
給
食
*

，
八

.

c

六
_九
.六y

敎
材
亥
給
な
：ど
の
財
貨
給
付
が
提
供
さ
れ
て
：い
る
。

.そ
し
て‘、
貨
1

付
と
財 

貨
給
付
の
提
供
に
よ.つ
て
國
民
，が

享

受

す

る

利

益

は

可

分

的

(divisible be- 

n
e
s
t
)

で
あ
り
、
ま
た
敎̂

^
設
そ
の
他
の
用
^
^
付
に

つ

い
て

^
そ

の

利 

益
.の
可
分
的
な
も
の
が
あ
る
。
米
國
を
含
め
て
現
代
主
要
國
家
の
經
費
が
作
出 

し
そ
め
國
民
に
提
供
す
る
公
共
給
付
は
貨
幣
f

•用
f

付

•
，
財
貨
給
付
で 

あ
る
の
に
、.'
何
故
か
ブ
ラ
ゥ
ン
リI
の「

財
政
の
經
濟
學」

は
財
货
給
付
の
形 

態

.の

公

共
f

が
存
在
す
る
現
實
の
囊
を
無
視
し
てい

る

。

こ
こ
に
ヒ
;>
/
ク
ス
の
解
釋
に
つ
い
て
觸
れ
て
置
き
た
い
。'
ヒ
ッ
ク
ス
は

di

visible 

げ 
®
§
t*
<+
.を
作
出
し
提
供
す
る
經
費.cuiYisible ,

e
x
p
s
d
i
t
u
l
e

 

は
、
貨
幣
授
與
の
形
態
の
所
得
移
轉

i
n
c
o
m
e

 

t
r
a
n
s
f
e
r

の
ほ
か
に
、
次 

の
一1

の
形
態
を
とる
と

い

う

。
，

T
 )

財

貨

お.^
び

用

役

の

提

供

丨

例

え

ば

公

共 

敎
育V

國
民
保
健
事
業
ま
た
は
地
方
公
共
團
體
が
提
供
す
る
住
宅
な
ど
、_ (

11) 

或
る
種
の
財
货
お
よ
び
用
役
を
費
用
よ
り
低
價
で
消
費
す
る
權
利
丨
例
え
ば
補 

肋
金
が
與
え
ら
れ
て
い
る
食
糧
な
ど
で
あ
る
。
こ
の
後
者
を
支
出
移
轉

o
u
t
l
a
y

 

t
r
a
n
s
f
e
r
s

と
見
る
こ
と
が
扭
來
よ
う
と
い
$

(

ー
 

九
五
五
年
版
、P.

2
6
3
.

五 

一
年
版
譯
書K

は
ニ
六
九
頁
參
照
。
五
一
年
版
と
五
五
年
版
と
に
.於
て
叙
述
に 

若
干
の
相
違
が
あ
る

)

。
.こ
の
可
分
的
經
費
に
支
如
移
.轉
と
い
う
形
態
が
あ 

る
と
い
う
解
釋
に
私
は
疑
義
を
持
つ
て
い
る
。
例
え
ば
i

が
外
M
反
樹
を
賈 

付
け
て
、
國
民
に
姐
攢
ま
た
は
低
價
で
提
供
す
る
。
そ
，の
場
合
に
政
府
が
食
糧 

=

財
貨
を
買
う
物
件
費
支
出
に
よ
つ
て
調
達
し
て
國
民
に
低
價
ま
た
は
無
償
で 

提
供
す
る
こ
と
は
、
財
貨
給
付
の
形
態
の
國
家
給
付
で
あ
る
。
そ
の
財
貨

^

: 

の
提
供
が
な
け
れ
ば
、
國
民
は
食
糧
購
入
に
高
い
價
格
を
支
拂
わ
ね
ば
な
ら
な 

い
。
そ
の
財
货
給
付
が
あ
る
た
め
に
食
糧
購
入
の
支
出
を
省
く
結
果
に
な
る
か 

ら
、
食
糧
費
の.私
的
支
出
に
代
わ
る
も
の
又
は
補
う
も
の
と
し
て

「

支
出
移
轉」

の
i

の
可
分
的
經
費
であ
る
と
解
釋
す

る

な

ら

ば

、そ
の
論
理
に
は ̂
i

 

の
办
胁
於
あ
る
と
思
う
。
そ
の
國
民
の
私
的
支
出
を
省
く
こ
と
に
な
石
の
は

、

'
 

そ
の
低
價
ま
た
は1

1
の
財
貨
&
付

(

ま
た
は
用
役
給
付)

が
提
供
さ
れ
る
ど.
.
 

と
の
結
果
で
あ
る
。
財
政
吏
，出
が
作
出
し
提
供
す
る
の
は
財
貨
給
付
ま
た
は
用

'
 

疆

付

で

あ

っ

て

、
_「

吏
出
移
轉」

そ
の
も
の
で
は
な
い
。
故
に
、.私
は
財
政
.
 

支
出
に
ょ
っ
て
作
出
さ
れ
る
國
家

(

公
共)

給
付
の
形
態
は
、
貨
幣
給
付•
用
.
 

役
給
付
.
財
貨
給
付
で
あ
る
と.一
本
う
の
が
正
し
い
と
思
う
。.

三
、
社

會

主

義「

經
濟
學
敎
科
書」

に

於

け

る
• 

• 

•

'

國
家
消
費
と
租
稅
後
轉
の
否
定

ソ
同
盟
科
學
脘
經
濟
學
硏
究
所
著

「

經
濟
學
教
科
書」

は
、
.近
年
の
重
要
な 

經
濟
學
齋
の
一
で
あ
る
が
、
そ
れ
に
含
ま
れ
る
財
政
學
に
關
す
る
問
題
に
っ
い 

て
私
は
疑
問
を
持っ
て
い
る
◊

この
經
濟
學
教
科
書
は
改
訂
版
が
刊
行
さ
れ
た 

が
、
私
の
疑
問
と
す
る
諸
點
に
っ
い
て
は
改
訂
れ
加
え
ら
れ
て
い
な
い
。
そ
の 

改
訂
は
ソ
迎
內
に
於
け
る
批
判
に
某
く
も
の
で
灰
る
と
聞
い
て
い
る
。
..も
し
そ 

う

だ

と
す
る
と
、
ソ
連
の
學
者
た
ち
は
、
私
が
疑
問
と
す
る
丨
誤
謬
で
あ
る
と
考 

え
て
い
る
所
を
修
正
す
る
必
耍
を
丨
そ
の
誤
謬
を
諷
め
て
い
な
い
の
で
あ
る
。

;「

經
濟
學
敎
科
#」

は「

社
會
で
生
產
さ
れ
る
生
產
物
は
生
產
的i

か
個 

人
的
i

か
に
狡
だ
っ
.0
生
產
的
i

と
い
う
の
は
.、
財
貨
を
作
り
出
す
た
め
に 

生
產
手
段
を
使
う
こ
之
で
あ
る
。
個
人
的
讓
と
い
う
の
は
食
物
、衣
類
、
住
居 

な
ど
に
對
す
る
人
間.の
i

を
み
た
す
こ
と
で
あ
る

」

と
い
う(

l
ir
--赚 

社
會
生
產
物
の
生
產
的i

と
個
人
的
i

を
耷
う
が
、
國

家(

公
共
：

)

消

費
.
 

と
い
う
こ
と
を
認
め
て
い
な
い
の
で
あ
る。

.

社
會
の
政
治
的
上f

造
で
あ
る
國
家
は
い
つ
で
き
あ
が
づ
た
が
。
社
#
が

現
代
財
政
攀
に
關
す
る
砦
干
の
疑
間

階
級
に
分
裂
し
た
た
め
に
國
家
が
必
要
と
な
り
、
奴
雜
制
度
の
發
生
と
と
も
に

.
 

國
家
が
發
生
し
たと
い
う(

1
1 5
_
| 1
ハ
翌
£)
。
奴
隸
制
社
會
か
ら
以
後
の 

■社
會
の
發
展
に
於
て
、.國
家
は
社
會
の
土S:
-

(
社
會
の
經
濟
權
造)

に
_

き

か 

け
て
、
そ
の
發
展
を
連
め
た
り
遲
ら
せ
た
り
し
て
い
る
。
國

家

(

社
會
の
政
治
'
 

的
上
部
檇
罾)

が
社
會
の
經
胄
に
働
き
か
け
る
に
っ
い
て
丨

そ
の
發
展
を 

連
め
た
り
遲
ら
せ
た
り
す
る
效
果
の
實
現
に
っ
い
て
、
社
會
生
產
物
の
國
家
消 

費=

國
家
の
非
生
産
的I

が
重
大
な
要
因
で
は
な
か
っ
た
か
。

第
十
五
章
で
は
.

「

罾
ホ
ま
^

®

家
の
支
出
の
壓
倒
的
部
分
は
非
生
產
的
な
も 

の
で
あ
る」

と
い
つ
て
い
る(

s

l i
l s)

。
.「

資
本
主
義
の
も
と
で
は
、
 

毆
民
所
得
の
う
ち
で
生
產
の
擴
犬
に
充
て
ら
れ
る
f

は
、
社
會
に
と
っ
て
可

能
で
あ
り
必
要
で
あ
る
も
の
に
比
べ
て
非
常
に
少
い

」

.「

資
本
主
義
の
も
と

.で

.蓄
積
の
規
模
が
相
對
的
に
少
い
の
は
、
國
民
所
得
の
か
な
り
の
部
分
が
資
本 

家
の
寄
生
的
消
費
や
非
生
產
的
茭
出
に
充
て
ら
れ
る
た
め
で
あ
る

…
…

資
本
主 

義
の
も
と
で
は
國
民
所
得
の
う
ち
軍
事
費
，
軍
備
擴
張
.
國
家
機
關
の
維
持
に.
 

充
て
ら
れ
る
部
分
が
ま
す
ま
す
大
き
く
な
る

」

と
い
う(

_
| 5
三
三
7|
尋

 

生
產
の
擴
大
に
充
て
ら
れ
る
部
分
を
少
く
し
、
蓄
積
の
規
模
を
.少
く
し
て
い
る 

重
大
な
原
因
は
、
國
家
支
出
の
大
部
分
が
非
生
産
的
支
出
で
あ
り
、
社
會
生
產 

物
の
非
生
産
的
消
費
で
あ
る
か
.ら

で

は
な
い
の
か
。

序
論
の
ょ
う
に
、生
產
的 

消
費
と
個
人
的
證
だ
け
を
云
っ
て
、
國
家
的
消
費
を
云
わ
な
い
の
で
は
、
右 

の
事
實
を
說
明
し
得
な
い
で
は
な
い
か
。

ま
た
、
國
家
支
出
が

k

家
の
內
的
機
齡
ま
た
は
外
的
機
能
を
は
た
す
た
め
に
.
 

社
鲁
生
產
物
を
醫
す
る
の
か

(

國
家
消
費)

、；

ま
た
は
貨
幣
所
得
の
再
分
配
だ 

け
を
行
う
の
か(

移
轉
支
出)

.に
っ
い
て
の
分
析
も
な.い
。
移
轉
支
出
は
そ
の 

受
領
者
に
於
て
處
分
さ
れ
て
、
個
人
的i

ま
た
は
生
產
的
消
費
と
な
っ
て
、

九 

.(

六
九
七〉
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.初

：め
て
社
會
生
產
物
を

1

す
る
の
で
あ
づ
て
，
國
家
の
移
轉
支
出
は
瓧
會
生 

.產
物
の
’國
家
®

で

は

な

い

。
、

.
，
へ

/,
'
要
す
る
に
、
社
會
生
產
物
の
國
家.

(

公
共)

：
證
が
あ
る
こ
と
を
云
わ
な
い 

の
で
は
、
國
家
茭
出
が
社#
の
經
濟
構
造
に
働
き
か
け
て
、
そ
の
發
展
を
速
.め 

た
り
遲
ら
せ
た
り
す
る
働
き
か
け
方
の
分
析
が
不
完
全
と
な
る
の
で
あ
る

。
;.

.租
稅
の
問
題
に
進
む
と
不
完
全
さ
が1層
强
<.
現
わ
れ
て
、
重
大
な
誤
謬
を 

す
ら
示
し
て
い
る
。
そ
れ
は
租
税
の
後

i

を
否
定
..し
て
い
る
こ
と
で.あ
る
。

パ
資
本
主
義
の
も
と
で
は
、
租
税
は
勤
勞
者
の
所
得
の
一
部
を
豫
算
を
通

L
て 

ブ
ル
ジ

ョ

ア

ジー

に
.有
利
に
再
分
配
す
る
と
と
に
よ
っ
て
、
勤
勞
者
を
追
加 

的
に
搾
取
す
る
形
態
と
な
っ
て
い
る
と
い
う
。
そ
し
て
租
稅
は
個
々
人
の
所
得 

に
が
け
ら
れ
る
時
に
は
直
接
税
と
呼
ば
れ
、
賣
ら
れ
る
商
品

(

お
も
に
日
常
消 

費
物
資)

’や
サ
ー
ビ
ス(

例
、
映
晝
演
劇
の
入
場
券
、
都
市
交
通
機
關
の
乘
車 

券
な
ど)

に
か
け
ら
れ
る
時
に
は
間
接
税
と
呼
ば
れ
る
と
い
う
。
こ
の
直
接
税 

と
間
接
税
の
區
別
も
極
め
て
不
完
全
で
あ
る
が
、
更
に
重
大
な
こ
と
は

「

間
接 

税
は
商
品
の
價
格
や
サ
ー
ビ
ス
の
料
金
を
引
き
上
げ
る
。
實
際
に
は
間
接
税
を 

拂
う
の
は
貿
ぃ
手
で
ぁ
る

」

■
と
ぃ
っ
て
ぃ
る
こ
と
で
ぁ
る

(

l
s i
i l
I ;)

。
,
 

こ
れ
は
租
税
轉
嫁
の0

で
あ
る
が
、
こ
の「

經
濟
學
教
科
書」
は
租
税
轉 

嫁
の
前
轉(

賣
り
手
が
ら
買
い
手
へ
の
負
擔
の
轉
嫁

)

、だ
け
.を
認
め
て
、
後
轉 

(

質
い
手
か
ら
賣
り
手
へ
の
轉
嫁

)

の
事
實
を
否
定
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ 

れ
は
重
大
な
誤
謬
で
は.な
い
か
。

例
え
ば
、.商
品
の
鼠
い
手
が
獨
占
的
大
企1

で
、
賣
り
手
が
取
引
能
力
の 

弱
い
中
小
企
.
i

で
あ
れ
ば
、
商
品
ま
た
は
サ
ー
ビ
ス
に
か
け
ら
れ
る
租
税
は 

中
小
企
i

に
後
轉
し
て
行
く
の
で
は
な
い
か
。
ま
た
商
品
と
し
て
の
i

力 

の
賣
り
手
.で
あ
る
®

者
に
か
け
ら
れ
る
租
税
は
、
そ
の1

力
の
價
格(

賃

:

-

'

f

o
.'
:
:'
'(

六
九
A)

：
.

'銀)

を
引
き
上
げ
て
霞
カ
の
賈
い
手
に
轉
嫁.

(

.前
轉)

す
る
め
か
。
例
え
ば 

社
會
保
障
税
ハ
央
業
保
險
そ9
他
の
社
會
保
險
の.掛
佥)

の
®

^(

勞

働

力

の 

賈
い
手)

.の
負
擔
部
分
が
、
失
！̂
!群
が
存
在
す
る
と
い
う
壓
カ
も
あ
っ
て
、 

勞
働
力
の
賣
り
手
で
あ
るi

者
の
負
擔
に
轉
嫁
..ハ
後
轉
ソ
し
て
行
く
こ
と
は 

な
い
c>
'
か
。_
ま
た
^
員
農
！
^

ま
た
は
植
民
地
か
ら
先
進
工
業
國
に
輸
入
さ
れ 

る
商
品
に
關
税
が
課
せ
ら
れ
る
と
、
そ
の
商
品
の
憤
格
の
値
下
り
を
通
し
て
、

.
そ
の
.輸
入
關
税
の
負
擔
が
後
進
農
業
國
ま
た
は
植
民
地
の
人
々

(

賣
り
手)

に 

後
轉
.す
る
こ
と
は
な
い
の
か
。

 

.

.
租
税
轉
嫁
の
前
轉
だ
け
を
認
め
て
、
後
轉
と
■い
う
事
實
を
認
め
な
い
の
で 

.
は
、
こ
のr

經
濟
學
敎
科
書>-
が
承
認
し
て
い
る
ス
タ
一
リ
ン
の
命
題

=
r

最 

大
限
利
潤」

を
逍
求
す
る
た
め
に
、
獨
占
的
大
企i

が
勞
働
者
•小
生
產
者•

,

植
民
地
を
#
取
す
る
過
程
に
於
て
、
租
税
が
追
加
的
な
搾
取
の
形
態
と
な
る
こ 

と
を
否
定
す
る
こ
と
に
も
な
る
。
.
®

者
は
間
接
税
に
よ
っ
て
價
格
の
騰
貴
し 

.た
商
品(

お
も
に
日
常
消
費
物
資

)

■
の
買
.い
手
と
な
る
.よ
り
前
に
、
旣
に
商
品 

. 

'と
し
て
の
®

力
の
.賣
り
手
と
し
て
、
雇
主.(

勞
働
力
の
買
い
手)

か
ら
粗
税 

負
擔
の
後
轉
の
壓
力
を
受
け
て'い
る
と
い
う
こ
と
こ
そ
、
社
會
主
義
經
濟
學
の 

立
場
で
は
な
い
か
。
し
か
る
に
こ
の
經
濟
學
敎
科
書
は
、
租
税
：の
前
轉
だ
け
を 

認
め
て
後
轉
の
事
實
を
否
定
し
て
い
る
の
は
甚
だ
不
可
解
な
こ
と
で
あ
り
、
誤 

謬
で
あ
る
と
私
は
思
っ
て
い
る。

■

四
、
公
債
に
よ
る
資
金
調
達
の
便
宜
と
隱
蔽
に
っ
い
て

.課
税
と
•公
憤
と
は
競
合
す
る
主
要
な
財
政
手
段
で
あ
る
。
課
税
の
目
的
に
っ 

い
て
は
、
.ア
ド
ル
フ
•
ヮ
グ
ナ
ア
は
、
純
財
政
的
目
的
と
社
會
政
策
的
目
的
が 

.
あ
る
と1

K
5
。

純
財
政
的
目
的
と
い
う
の
は
收
入
調
達
の
目
的
で
あ
る
。
課
税

:
の
社
會
政
策
的
目
的
と
い
う
の
は
、
收
入
目
的
と
^
も

にczugleichv、

ま 

.た
は
收
入
調
達
のs'
的
と
，は

別

に

單

獨

に

(
a
u
e
k
o

tf
c

#
®c
^
の
手
段
と
な 

る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
ヮ
グ
カ
ア
の
解
釋
に
つ
い
て
は
、
そ
の
後
に
多 

く
の
學
.者
の
論
議
が
あ
っ
た
が
、.一
九
四
〇
年
代|
>五
〇
年
代
に
於
て
は
、
.
課 

'税
に
收
入
目
的
と
政
策
目
的
が
あ
る
と

1K

う
こ
と
.は
殆
ど
.一
般
に
承
認
さ
れ
る 

よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
例
え
ば
ド
ィ
ッ
の
ゲ
ル
ロ
フ
は
d
s*
〇
©
pf
t
§
s
c
h
e

.

F
i
n
a
n
z
w
i
r
t
s
c
h
a
f

^-
to
:
-

A
u
S
a
g
e
,

 

1948. (

s
'
, 

s
.
1
4
8
-
6
5
)

で
、
課
税
の 

El

的
に
よ
つ
て
、Fi

n
a
n
z
s
t
e
u
e
r

 (

財
政
的
租
說)

とo
r
d
n
u
n
g
s
s
t
e
u
e
r

 

(

規
制
的
祖
税)

が
あ
る
..と
い
う
ノ
財
政
的
租
税
は
公
共
需
耍
の
充
足
に
必
要 

.と
す
る
手
段(

收
入)

を
、
經
濟
的
■に
合
理
的
な
方
法
で
調
達
す
る
こ
と
を
目 

的
と
す
る
。
規
制
的
租
税
は
收
入
の
調
達
と
い
う
と
と
を
顧
慮
し
な
い
で
、
特 

定
の
經
濟
政
策
的
ま
た.は
社
會
政
策
的
な
目
的
を
持
っ
と
い
う
。
收
入
目
的
を 

持
っ
租
税
も
或
るi

的
目
的
を
伴
う
こ
と
が
あ
る
が
、
そ
れ
は
收
入
調
達
と 

い
う
主
目
的
が
害
さ

れ

な

い

限

り

に

於

て

の

副

目

的

で

あ

る

と

い

う

,0
私
が
意 

外
に
思
う
の
，は
、
ゲ
ル
ロ
フ
の̂
:
|
5
!
1

の
序
文
.に
.於
ズ
第I.

次
大
戰
と
第
一
一
次
大 

戰
お
よ
び
世
界
經
濟
恐
慌
に
於
け
る
經
驗
的
事
貧
を
本
書
の
敍
述
に
と
り
入
れ

'
 

た
と
一
？

て
居
る
が
、
租
税

.の
目
的
に
よ
づ
て
^
政
ポ
租
税
と
規
制
的
租
税
と 

に
明
か
に
區
別
し
た
の
は
第
二
版

(

一
九
四
八
年)

で
あ
っ
て
、
本
書■の
第
.一
 

版

2

九
四
ニ
年)

に
於
て
は
こ
の
區
別
を
し
な
い
舊
觀
念
に
よ
っ
て
い
た
と 

ゲ
ル
ロ
フ
商
身
が
云
つ
て
い
る
こ
と
で
あ
る

(
2
, 

.
A
u
l
a
a
g
®
S
.
1
4
9
)
0

少 

く
と
も一

九
三
〇
年
代
の
現
實
の
經
驗
的
事
實
が
、
ゲ
ル
ロ
フ
の
財
政
學
說
に 

反
映
す
る
こ
と
が
い
か.に
遲
か
っ
た
か
と
い
う
こ
と
に
驚
く
の
で
あ
る
。
.

ン
ま
た
サ
マ
ァ
ス(

g
oB-
Q
H
S

〕

は
、.
課
税
の
非
收
入
的
目
的

n
o
n
-
r
e
s
n
u
e

 

p
u
r
p
o
s
e
s

と
^
效
果
を
益
々
多
く
認
識
し
よ
う
と
す
る
傾
向
が
あ
る
こ
と
、

現
代
財
政
學
に
關
す
る
若
干
の
凝
間

■租
我
政
策
の
形
成
に
於
て
完
全
雇
用
原
則
に
ま
す
ま
す
重
要
な
役
割
を
與
え
は 

う

と
す
る傾
向
が
あ
る
こ
と
を
認
め
て
い
.る(solders. 

P
u
b
l
i
c

 .Finance, 

a
n
d

 N
a
t
i
o
n
a
l

 I
n
c
o
m
e
,

 .1948, 

p. 

1S2, p. 
136.〕

o
 

丨
租
税
に
收
入
目
的
と
政
策
目
的
と
が
あ
る
な
ら
ば
、
租
税
と
競
合
す
る
財
政 

手
段
で
あ
る
公
債
に
も
收
入
目
的
と
政
策
目
的
と
が
あ
る
箬
で
あ
る

。
.

•
例
え
ば
ア
ダ
ム
.
ス
ミ
ス
の「

國
富
_」

で
は「

戰
時
に
は
平
時
の
施
設
の 

,

經
費
の
三
倍
ま
た
は
四
倍
を
要
す
る
施
設
が
國
家
办
防
衞
の
た
め
に
必
要
と
な 

り
、從
つ
て
卒
時
の
收
入
に
比
し
て
三
倍
ま
た
は
四
倍
の
收
入
を
必
要
と
な
る
。 

殆
ど
な
い
こ
と
だ
が
、
假
り
に
君
主
が
そ
の
：，經
費
の
增
大
に
應
じ
て
卽
時
に
收 

入
を
增
加
し
得
る
手
段
を
持
つ
て
い
る
と
し
て
%•
、
し
か
も
な
お
そ
の
收
入
增 

加
の
.源
康
と
.な
る
べ
き
租
税
收.入
は
賦
課
さ
■れ
て
か
ら
十
力
月
或
は
士
一
力
月 

の
後
に
な
ら
な
け
れ
ば
、
國
庫
に
入
り
始
め
な
い
で
あ
ろ
う
。

…
…

卽
時
當
面 

.
•の
危
險
に
際
會
し
た
場
合
に
、
卽
時
にW
額
の
經
費
を
支
出
せ
ね
ば
な
ら
な
い 

か
ら
、
：
新

税.の
漸
次
緩
漫
な
收
入
を
待
つ'て
は
居
ら
れ
な
い
で
あ
ろ
う
。
こ
の 

危
急
な
事
態
に
際
し
て
は
、
政
府
は
借
入
に
賴
る
よ
り
ほ
か
に
は
賴
る
ベ
き
手 

.段
が
.あ
り
得
な
い
の
で
あ
る

」

と
い
う(*rhe H

e
a
l
t
h

 of Nati§
s, edi- 

t
e
d

 b
y

 c
a
B

tfanv 

Vol.II, p. 395..

大
內
譯
で
は
第
五
分
册
、.
.一
一
頁)

。 

T

商
業
國
の
隹
民
に
は
資
金
を
貸
付
け
る
能
力
と
、
貸
付
の
意
向
ま
た
は
意
思

.
 

が
あ
る
。
商
業
國
家
の
政
府
は
非
常
の
場
合
に
、
資
金
を
政
府
に
資
付
け
る
括 

民
の
能
力
と
意
思
と
に
賴
る
傾
き
が
極
め
て
多
い
？
政
府
は
借
入
の
便

{

且
の
あ 

る
こ
と
を
豫
知
し

V
,

節
約
の
義
務
を
免
れ
る
の
で
あ
る
。

」
…
…

「

近
代
諸
政 

府
.の
大
部
分
の
經
常
費
は
、
平
時
に
於
て
旣
に
經
常
收
入
に
等
し
い
か
、
ほ
ぽ 

等
し
い
の
で
、
戰
审
と
な
る
と
そ
れ
ら
の
政
府
は
そ
の
經
費
の
增
加
に
應
じ
て 

收
入
を
if
加
す
る
こ
と
を
欲
し
な
い
し
、
ま
た
そ
の
能
力
も
な
い
。
近
代
諸
政

■ 

I

--
*

■ 

'
入
六
九
九
ゾ



府
が
そ
れ
を
欲
义
な
い
と
：い
う

.の
は
、
人
民
の
憤
り
を
招
く
こ
と
を
恐
れ
る
.か 

ら
で
ぁ
っ
て
、
人
民
は
甚
し
く
瓦
額
の
且
つ
突
然
の
增
税
に
よ
へ
つ
て
、

忽
ち
に 

.戰
淨
.を
嫌
忌
す
る
よ
う
に.な
る
か
ら
.‘で
あ
る
.。.
.ま
.た
近
代
諸
政
府
に
そ
の
能
力 

が
な
い
の
は
、
い
か
な
：る
租
稅
が
所
#
め
收
入
を
充
分
に
生
ず
る
で
あ
ろ
う
か 

を
^'
く
知
ち
:̂
い
か
.ら
.で
.あ
る
,0
そ
の
時
に
、
借
入
と
い
.う
便
宜
が
あ
る
た
め 

に
、

こ
の
不
安
と
姐
龍
カ
と
に
よ
つ
て
若
し
こ
の
便
宜
が
..な
け
れ
ば
生
ず
る
箬 

の
困
惑
か
ら
政
府
を
救
う
こ
と
に
な
る
。
政
府
は
借
入
に
よ
つ
て
、
極
く
穏
當 

な
增
税
に
よ
り
、
戰
维
を
遂
行
す
る
に
足
る
資
金
を
年
々
調
達
し
得
.る
こ
と
に 

な
り
、
ま
だ
永
久
：公
債
制
度
の
方
法
を
と
る
こ
と
に
.よ
つ
て
、
.
出
来
る
限
り
最 

少
額
の
增
稅
を
以
て
、
出
来
る
限
り
最
大
額
の
資
金
を
年
々
調
達
し
得
る
こ
と 

に
な
る」

と
.い

う(P. 396. P. 405.

大
內
譯
で
は
一
五
頁
、.三

六

頁

)

':
0

ス
ミ 

ス
の
公
愦
論
は
君
主.ま
た
は
®

^
が
八
ムM
に
賴
ら
ざ
る
を
得
.な
い
事
實
め
說
明 

に
始
ま
り
、'公
^
に
よ
る
資
金
調
達
を
可
能
な
ら
し
め
る
^
件
と
し
て
人
民
の 

贷
付
能
力
と
意
思
が
存
在
す
る
理
由
、
.君
主
ま
た
は
國
家
が
公
債
に
よ
る
資
金 

調
達
の
使
宜
を
持
つ
こ
とY
商
i

ホ
の
利

益

と
?

3£
の
便
1:
と

が

_

ム
ロ
す
る 

こ
と
を
示
し
て
い
る
。
公
債
殊
に
戰•時
公
俊
を
、
急
速
豐
富
に
所
要
の
資
金
を 

調
達
し
得
る
手
段
と
し
て
丨
攸
入
調
達
の
使
宜
を
理
由
と
し
て
是
認
す
る
限
り 

は
、
近
世
の
財̂

*
の
公
偾
論
の
务
く
は
ス
ミ
.
ス
の
公
偾
論
の
枠
外
に
出
て 

い
な
か
つ
た
の
で
あ
る'0
.
.
. 

■
. 

'

例
え
ば
ピ
グ
ー
も
、

「

パ
ス
テ
ブ
ル
が
い
う

『

愼
重
を
期
す
る
なe>
-
ば
、
.
起
債 

は
嚴
密
に
經
濟
的(

收
利
的)

な
罾
罾
の
た
め
を除
い
て
は
決
し
て
採
用
す
ベ 

き
で
.な
い
.

』

と
い
う
解
釋
を
す
ベ
て
卒
常
狀
態
に
於
て
正
し
い
途
を
指
示
す
る 

も
^
と
し
て
是
認
す
る
が
、
但
し
大
戰
爭
と
い
う
よ
う
な
特
殊
の
.場
合
に
は
無 

條
件
に
こ
の
原
則
に
從

う
こ
と
は
®

^

な

い

と
い
う
。
極

め
て
0:
額
の
收
入
を

.•:

.

.

.

 
ニ i

'

.(

七
0
〇〕

卽
時
に
必
耍
と
し
、
租
税
に
よ
る
よ
り
も
八
-a
m
に
よ
っ
て
急
連
に
所
耍
の
歌
入 

を
調
達
し
得
る
。
•自
由
資
金
を
有
す
る
所
か
ら
資
金
を
吸
收
し
て
當
面
の
混
亂 

.を
避
.
る
こ
と
が
出
來
る
。

そ
の
，時

.，に
資
金■の
餘
裕
を
持
た
な
い
者
に
■は
そ
の 

資
金
を
蓄
積
す
る
時
間
を
興
え
る
。
し
か
し
、
公
債
が
戰
爭
資
金
の
調
達
に
使
用 

，さ
れ
る
限
り
は
、
同
時

.に
少
ズ
.と

-4
公
偾
利
子
を
支
拂
う
に
足
る
新
税
を
課
す 

べ
き
で
あ
る
。
そ
れ
で
，な
け
れ
ば
國
家
の
財
政
的
安
定
が
脅
か
さ
れ
る
。
ま
た 

戰
後
に
、
ゝ
一
般
人
民
は
鬣
然fe
税
を
豫
期
し
て
い
る
の
に
反
し
て
、
.增
税
を
行 

う
と
い
う
矛
盾
に
陷
り
、
重
大
な
不
滿
を
生
ぜ
し
め
る
。
..ま
た
大
規
摸
の
戰
爭 

に
於
て
課
税
の
み
に
よる
財
政
政
策
は
、
た
‘と
え
理
論
上
は
い
か
に
優
れ
て
い 

て
も
、
國
民
が
そ
れ
に
堪
え
得
な
い
と
い
う
簡
單
な
理
由
で
、
褰
實
上
は

®
 

と
な
ら
な
■い
。
.
と
の
ニ
點
に
於
て
は
少
く
と
も
英
國
に
於
て
は
一
般
に
意
見
が 

合
致
.し
て
い
る…

.

.：

」

と
い
う(

p
iOQ
o
u
, 

A

 S
t
u
d
y

 in P
u
b
l
i
c F

i
n
a
n
c
e
.
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こ
^.
よ
う
.に
、
■ア
、タ
.ム
.，
ス
ミ
ス
も
ピ
グ
.
|も
戰
費
の
財
源
と
.し
て
の
公
债 

を
、
收
入
調
達
の
目
的
丨
收
入

i

達
の
便
宜
を
根
據
と
し
て
是
認
し
て
い
る
。 

し
か
し
、
，
支
配
者
ま
た
.は
支
配
者
階
級
が
租
税
と
競
合
す
る
財
政
手
段
と
し
て 

公
債
を
選
擇
す
る
場
合
に
、
公
廣
の
目
的
は
收
入
調
達
の
奶
公
と
い
う
收
入
目 

的
だ
け
で
あ
つ
た
ろ
う
か。
：

-

ア
ダ
ム
.
，ス
：ミ
ス
は
、
.戰
時
に
於
て
增
徵
す
る

「

い
か
な
る
新
税も
、
程
度 

に
相
違
は
あ
る
が
、
人
民
に
直
接
に.感
ず
る
。
そ
れ
は
常
に
何
等
か
の
不
平
を 

惹
ぎ
起
し
、
何
ら
か
の
反
對
を
受
け
る

」

と

い

う(P. .407.

大
內
譯
、ill

八 

頁
}
。

.

ま
•た

マ

ル

ク

ス

の

資

本

論

に

は

「

政
府
は
國
俊
に
ょ
っ
て
納
税
渚
に
直
接
に

感
知
せ
-1
.め
ず
に
臨
時
費
を
支
辨
し
得
る
こ
と.に
な
る」

と
い
う
章
句
が
あ
る

(

資
本
論
、
長
谷
部
譯
で
は
一
六
立
三
頁

)

。

.

.ス
ミ
スも
マ
ル
ク
スも
、
臨
時
費
と
し
て
の
戰
費
の
財
源
を
、
租
税
に
求
め 

る
か
、
公
債
に
求
め
る
か
、
そ
の
資
金

9

調
達
方
法
に
よ
っ
て
、
人
民H
納
税 

者
が
直
接
に
感
知
す
る
か
、
直
接
に
感
知-L
な

い

か

と

い

う

こ

と

を
云
つ
て
い 

.る
の
で
あ
る
が
、M '
故
.
i
.m
税

.に
よ
っ
て
資
金
を
調
達
す
れ
ば
直
接
に
感
知
す 

る
の
か
、
公
債
に
よ
っ
て
資
金
を
調
達
す
れ
ば
直
接
に
感
知
し
な
い
の
か
、
そ 

の
理
由
の
説
明
が
な
い
。

或
，は
讀
者
は
、
ス
ミ
ス
と
マ
ル
タ
ス
は
人
民
が
_
罾

の

員

_

を
直
接
に
感
知 

す
る
、

_

ま

た
は
感
知
し
な
い

と
い
う
事
實
を
云
つ
て
いる
の
'で
あ
つ
て
、
そ
の 

'■理

由

の

說

明

を

必

要

と

し

な

い

と

い

う

で

あ

ろ

う

か

.0
在

る
が
ま
.ま
の事
實
を 

1
7K
せ
ば
よ
い
の
で
あ'っ
て
、
そ
の
事
實
を
生
ぜ
し
め
る
理
街
を
探
求
し
な
く
て 

も
よ
い
と
い
う
で
あ
ろ
う
か
。
私
は
そ
れ
で
よ
い
と
は
思
わ
な
い
。
そ
の
理
由 

を
探
求
し
提
示
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
う
。
：

\

私
は
こ
う
解
釋
す
る
。
租
税
に
よ
っ
て
戰
带
資
金
を
調
達
す
れ
ば
、
そ
の
租 

税
の
負
擔
の
分
配
を
通
じ.て
戰
費(

臨
時
費)

を
使
用
す
る
當
時
に
於
て
戰
費 

の
負
擔
の
分
配
が
決
定
や
る
。
‘
こ
れ
に
反
し
て
、
公
債
に
よ
っ
て
戰
爭
資
金
を 

.調
達
す
れ
ば
、：
戰

費(

臨
時
費)

を
使
用
す
る
當
時
に
於
て
は
そ
の
戰
費
の
負 

檐
の
分
配
が
決
定
し
な
い
。
公

偾

c

任
意
公
債
メ
に
_
幕
し
て
資
金
を
提
供
す 

る
者
は
、
そ
の
證
券
投
資
の
對
價
物
.

(

公
債
の
双
^
の
，流
動
的
な
資
產

)

を
取 

:

得
す
る
の
.で
あ
る
か
ら
、
そ
の
資
金
を
提
供
し
た
こ
と
は
戰
費
を
負
擔
し
た
こ

_
 

.

と
で
.は
な
い
.
•°そ
，の
公
債
の
將
來
.に
於
け
る
元
利
金
の
償
還
が
い
か
な
る
人

 々

.
•の
負
擔
に
於
て
調
達
さ
れ
る
か
と..い
う
こ
と
は
、
公

債

：に
-
よ
る
資
金
調
達
の
當 

時
に
於
て
は
、'そ
の
負
擔
の
分
配
が
未
決
定
で
あ
る

—

將
來
の
決
定
に
殘
さ
れ

現
代
財
政
學
に
關
す
る
若
干
の
凝
饨■
 

.

て
い
る
。
そ
の
戰
費
使
用
當
時
に
於
て
負
擔
の
分
配
が
未
決
定
で
あ
る
た
め 

に
、
戰
費
使
用
當
時
の
人
民
は
直
接
に
そ
の
負
擔
を
感
じ
な
い
の
で
あ
る
。
卽 

'ち
、
八
ム
偾

U.

よ
っ
て
戰
爭
資
金
を
調
達
す
る

「
便
宜」

は
、
肖
|1
#
に
_

#

の

負 

擔
の
分
配
が
未
決
定
で
あ
る
た
め
に
戰
-
當
時
の
人
民
に
戰
費
の
負
擔
を
感
知 

さ
せ
.な
い
よ
う
に
す
る

—

戰
費
の
負
擔
を
隱
販
す
る
こと
に
な
る
。

「

便
宜」

が「

隱
蔽」

を
伴
っ
て
い
る
。
戰

費(

臨
時
費
の
最
大
の
も
の

)

の
財
源
を
八
ム 

僙
に
求
め
る
こ
と
は
、
收
入
調
達
の
便
宜
と
い
う
收
入
目
的
と
、
戰
費
負
擔
の 

數
|
|

と
い
う
支
配
者
ま
た
は
支
配
渚
階
級
の
於
策
目
的
を
持
つ
て
い
た
と
解
釋 

す

べ

き

でfe
る
と
思
う
。•

.

 

'

J
.
A
.
ホ
ブ
ソ
ン
は「

帝
_
、モ
義
_」

.'

の
第
七
章
で
、
帝
國
主
義
財
政
の
特 

徵
を
示
し
て
い■る
が
、.そ
の
租
税
政
策
に
現
わ
れ
た
特
徴
と
し
て

「

帝
國
主
義 

は
間
接
税
を
利
用
す
る
。
そ
の
理
由
は
主
と
し
て
收
入
調
達
の
便
其
に
あ
る
の 

で
は
な
く
隱
蔽
ひ
目
的
の.た
め
で
あ
る」

と
い
う(Imperialism, 3rd E

d
i


tion,.'19s

00,:p;..

9
7
100
, 
矢
內
原
巾
心
雄
譯
一
五>>
丨
セ
5

。:'
こ
の
隱
蔽
作
用
. 

は
間
接
税
よ
々
も
公
僙
に
於
て
 
一
®
に
強
い
の
に
、

ホ
ブ
ソ
ン
は
公
債
の
負
擔 

隱
蔽
の
作
用
に
'っ
い
て
は
少
し
も
言
及
し
て
い
な
い
の
を
私
は
興
だ
不
思
議
な 

こ
と
で
あ
る
と
思
つ
て
：い
る
？

.

ホ
ブ
ソ
ン
の1K

う
よ
う
に
、
帝
國
主
義
財
政'に
於
て
社
會
の
支
配
的
經㈣

# 

力
が
直
接
税
よ
り
も
間
接
税
を
選
ぶ
の
；は
主
と

し
て
便
宜よ

り
も
隱
蔽
の
目
的 

の
た
め
で
あ
る
と
し

V

も
、■戰
爭
財
政(

殊
に
初
期
の
段
階)

に
於
け
る
財
源 

.
の
選
擇
は
先
ず
租
稅
一
般
と'公
偾
と
の
選
擇
で
あ
る
。■
!:
の
事
態
に
迫
ら
れ 

て
、
現
實
に
所
要
の
收
入
調
達
を
可
能
な
ら
.し
、め
る
便
宜
を
主
た
る
理
由
と
し 

て
公
賡
を
財
源
と
せ
ざ
る
を
得
な
く
な
る
。

.

し
か
し
、.公
廣
を
財
源
と
す
る
■こ 

21
に
、必

ず

：「

隱

蔽」

を
•伴
う
た
め
に
、
財
政
指
導
者
をb
て
。ヒ
グ
ー
の
指
摘
し

•
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m,

由
學
會
雜
誌
.
:第
四
.十
九
卷
.

一

四

•

(

七
〇
ニ〕

v

て
.い
.る
よ
•う
な
戰
時
增
税
の
必
要
の
認
識
ま
：た
は
增
税
.の
實
行
を
遷
延
.さ
せ 

る
。「
隱
蔽」

と
.い
う
要
素
が「

M

I」

の
過
度
の
利
用
に
導
い.て
、
.戰
带
財 

.政
の
1

を
生
ぜ
し
め
る
一
の
重
大
な
原
因
と
も
な
る
の
.で
、あ
る
"

_

■公
ft
の
政
策
目
的
が
強
く
認
識
さ
れ
る
よ
う
に
な
つ
た
の
は
、

一
九
三
〇
年 

.

代
に
.な
つ
て
か
ら
で
あ
る
。
試
行
錯
誤
•とし
て
始
め
ら
れた

.

「

誘

い
水
政
策」 

，か

ら「

補
整
的
財
政
政
策

」
へ
の
發
展
過
程
を
規
定
し
たも
の
も
ハ
ン
セ
ン
の 

言
を
以
て
す
れ
ばmo

r
e

 b
y

 ac
c
i
d
e
n
t

 

t
H
a
n

 b
y

 d

o.s
i
g
n

で
あ
つ
た
.
 

...(HanseJVFisca

-*—*
P
o
l
i
c
y

 a
n
d
w
u
s
i
n
e
s
s

 Cycles, 

1941,. p
.
,
1
1
6
0

。

1
九
三
0
年
代
の
誘
い
水
政
策
に
於
て.も
補
整
的
財
政
政
策
に
於
て
も
、
公
債 

•を
財
源
と
す
る
政
府
支
出
に
所
得
膨
脹
效
果
を
求
め
て
い
る
。
し
か
し
、
公
債 

の
政
策
目
的
i
公
傲
に
求
め
.る
效
罘
は
、
米
國
の
例
に
於
て
は
ブラ
ゥ
ン
リ
ー 

の
一

K

う
よ
う
に
一
九
三
〇
ヸ
れと
四
〇
年
代
と
に
於
て
は
變
化
し
てい
る
6
彐 

◦
年
代
の
借
入(

公
債
發
行)

は
財
货
•
用
役
に
對
す
る
貨
幣
支
出
を
擴
大
す
る 

こ
と
を
目
的
とす
る
も

の

で
あ
.つ
た
が
、
第
二
次
大
戰
中
お
よ
び
戰
爭
直
後
に 

於
け
る
個
人
へ
の
公
債
證
券
の
賣
却
は
財
貨
•
用
役
の
私
的
購
賈
を
減
少
さ
せ 

る
こ
.と
を
目
的
とす
る
も
の
'で
あ
つ
た(

w
r
o
w
n
l
e
©

 a
n
d
'
A
l
l
e
n
,

 

w
o
o
l 

n
o
m
i
c
w

O
J-
T
J
pfJ
a*
K
oFi

n
a
n
c
e
.

to
n
d Edition, 
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,
-

公
廣
の
政
策IE

的
は
、

一
九
三
〇
年
代
前
期
の
試
行
錯
誤
と
し
て
始
め
ら
れ 

た
公
俊
政
策
の.現
實
の
所
得
膨
' M
效
果
を
通
じ
て
明
確
に
認
識
さ
れる
よ
う
に 

な
つ
た
が
、
そ
の
場
合
に
も
經
費
負
擔
の
分
配
か
未
決
定
の
問
題
は
殘
つ
て
い 

る
0 

'

そ
こ
で
一
の
問g

r

が
あ
る
。
殊
に
一
九
四
0
年
代
に
於
て
、
財
政
を
通
ず
る 

所
得
再
分
配
の
問
題
：に
っ

'
:ぃ
て
3
6爲
1
1ぞ

1
1
. 

w
. 

H
i
c
k
s

そ
の
ほ
か
、
五
'〇

年
代
で
'•は
' cprtter, 

.
F
s
c
o
c
k

そ
の
ほ
か
多
く
の
研
究
が
現
わ
れ
て
い
る 

が

、

そ
，
れ

ら

は

.い
ず
れ
も
姐
税
を
財
源
と
す
る
財
政
支
出

(

祖
m
支
出)

の
所 

得
苒
分
配
效
果
の
分
析
で
あ
る
。
現
代
財
政
の
主
要
形
態
は
租
税
支
出
と
公
傲 

支
出
と
.で
あ
る
が
、
租
税
茭
出
の
所
得
分
配

(

再
分
配)

效
果
に
つ
い
て
は
多 

く
の
研
究
が
，あ
る
の
に
、
公
債
支
出
の
所
得
再
分
配
效
果
の
研
究
は
殆
ど
な
い 

よ
う
に
思
う
。
そ
の
理
由
は
、
'公
偾
を
財
源
と
す
る
場
合
に
は
經
費
の
負
擔
の 

分
配
が
未
決
定
で
あ
る
た
め
で
あ
ろ
う
か
。
公
僙
支
出
の
所
得
膨
脹
效
果
に
つ 

い
て
は
旣
に
分
析
さ
れ
て
い
る
。
公
僙
支
出
の
所
得
膨
脹
效
果
は
分
析
し
得
る 

の
：に
、
所

得

分

配

(

再
分
貺)

效
果
は
分
析
じ
得
な
い
の
で
あ
ろ
う
か
。
ヶ
ィ 

シ
ズ
理
論
が
財
政
學
の
分
野
に
滲
透
し
で
行
く
過
程
に
於
て
、
大
體
、

I

九
三 

◦
年
代
後
期
か
ら
四
〇
年
代
に
か
，け
て
は
公
債
支
出
の
所
得
膨
脹
效
果
の
理
論 

的
分
析
.
證
明
が
主
要
課
題
と
な
り
、
四
〇
年
代
の
前
期
に
は
所
得
再
分
配
效 

果
を
持
つ
租
税
支
出
に
所
得
膨
脹
效
果
が
あ
る
こ
と

(

例K
a
l
d
o
r

の
證
明)

、 

更
に
四
.〇
年
代
中
期
以
後
に
於
て
は
所
得
再
分
配
效
果
の
な
い
租
税
支
出
に

も 

所
得
膨
脹
效
果
が
あ
る
こ
と
を
證
明
す
る
課
題
.(

例
、H

a
a
v
e
l
m
?
>
H
a
n
-

 

⑺en
)

に
移
行
し
て
い
る
。

こ
こ
に
、
公
廣
支
出
の
所
得
分
配
丨
再
分
配
效
果 

の
分
析(

恐
ら
く
資
產
敦
果
と
關
連
し
た
分
析

)

の
課
題
が
残
さ
れ
て
い
る
。 

經
費
負
擔
の
分
配
が
未
決
定
で
あ
る
と
い
う
條
件
は
、
必
ず
し
も
こ
の
課
題
の 

分
析
を
不
可
能
な
ら
し
め
る
も
の
：で
は
な
い
と
思
う
。

X 

X 

X

 

X

 

.

現代財政學に關

す
る

私
の
疑
問
は
、
こ
の
四
題
に
盡
きるの
で
.

は
な
い 

が
、
旣
に
豫
定
量
を
超
え.た
の
で
、
残
さ
れ
た

問
題
に
つ
い
て
は
他
日
の
機 

會
に
表
明
す
る

.
こ
と
に
.
す

る

.
。

さ
き
に
吾
々
が
賃
金
決
定
に
關
す
る
分
析
を
試
み
た
際
に
明
か
と
な
つ
た
こ

と
は
、
 

. 

.

⑴
賃
金
は
多
く
の
限#
生
產
カ
說
的
賃
金
論
が
説
明
す
る
よ
う
な
意
味
で
の
、
 

勞
働
需
要
i

と
I

供
給
§

と
の
交
點
に
定
る
均
衡
價
格
で
は
な
い
。

⑵
貨
幣
賃
金
の
颃
直
性
に
關
す
る
ヶ
ィ
ン
ズ
の
前
提
は

•：

一
 

般
的
妥
當
性
を
缺
い 

て

い

る
に
も
拘
ら
ず
、
彼

の「

人
々
は
一
般
に
そ
の
時
の
賃
金
を基
礎

と
し 

て
彼
等
が
働
き
度
い
と
思
う
だ
け
の
仕
事
を
實
は
殆
ど
し
て
い

.な
い」

と
い 

う
想
定
は
實
狀
を
衝
いて
い
る
。

⑶
勞
働
市
場
に
於
け
る
供
給
者
側
の
競
爭
と
し
て
通
常
想
定
さ
れ
て
い
る
憤
格 

:競
爭
、
卽

ちr

よ
り
低
い賃
金
で
働

こ

う

と申
出
る」

こ
と
に
よ
つ
て雇
用 

さ
れ
る
機
會
を
摑
も
う
と
す
る
競
爭
は
實
際
上
重
要
で
は
な
く
、

T
®

の
.
 

質」

に
於
け
る
競
举
こ
そ
.が
某
本
的
で
あ
る
。

⑷
こ
の
篇
の
異
質
性
が
需
要
側
の
憤
格

C

賃
.金)

•
.競
爭
を
促
す
.モ
メ
ン
ト
で 

あ
り
、
こ
れ
あ
る
が
故
に
賃
金
水
準
は
企
業
毎
の
篇
限
界
生
產
力
の
順
位 

と
平
行
し
て
定
る
の
で
あ
る
。

等
.々
で
あ
つ
允
。
こ
れ
ら
の
事
實
か
ら
す
れ
ば
賃
金
決
定
に
關
し
て
®

供
給 

..

.

.

.

.

.

.
^
^
^
^

に

關

す

；る

.覺

_
.
:
.
:
っ

.
'
.
:.ノ
、

.
•>

側
の
態
度
は
何
ら
積
極
的
作
用
を
示
し
て
い
な
い
。

.
そ
れ
で
は
i

供
給
側
の
態
度
ば
全
く
資
料
の
上
に
現
れ
な
い
か
と
い
う 

と
、
そ
う
で
は
な
い
の
であ
る
。
 

.

上
に
述
べ
た
よ
う
に
企
業
規
模
別
賃
金
格
差
は
赞
働
生
產
性
の
企
模
別
格
差 

に
.侔
っ
て
現
れ
る.の
：で
あ
：る
が
、
l

^

_
t§
が
ー
定
の
水
準
ま
で
低
下
す
る 

と
そ
れ
-^
で
！̂
行
に
低
下
し
て
：き
た
賃
金
水
準
が

c

逆
の)

頭
打
ち
を
示
し
て
、 

兩
者
の
平
行
關
係
が
崩
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
の
資
料
に
瑰
れ
る
賃
金
の
最
低
水

.

準

ば「

こ
れ
以
下
の
賃
金
で
は
働
き
た
く
な
い

」 

_ M
:.
.
,
.
と

い

う
臨
界
水
準
を
示
し
て
い
る
。
臨
界
水
準
を 

働
示
す
線
を
從
來
の
勞
働
供
給
理
論
の
慣
例
に
し
た 

デ
が
っ
て
限
界
不
效
用
線
と
呼
ん
だ
の
で
あ
る
が
、 

‘
界

.

.

.

.ど■の
よ
う
に
し
て
こ
の
臨
界
水
準
が
現
れ
る
'の
か 

:

.

.

.

j

臨

は

必

-L
も
明
か
で
な
か
っ
た。

.

賃

金

率

.

.

こめ點を出發點として本稿では勞働供給 

主
體
.の
行
動
に
闕
し
若
干
の
豫
備
的
考
察
を
試
み
よ
う
と
お
も
う
。
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